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はじめに 

本ソフトウェアは、マイクロソフト社製のオペレーティングシス

テム(OS)Windows シリーズを用いて、当社製マルチレコーダ T

MR-311 をコントロールし、リアルタイムに測定データを表示・

収録すること目的としたソフトウェア RD-7300 と、収録した測定

データを表示・編集することを目的としたソフトウェア RD-7300

-E の二つのソフトウェアで構成されております。 

本ソフトウェアを有効にお使いいただくために本取扱説明

書をよくお読みになり、機能・操作を十分にご理解されるようお

願いいたします。 

なお、本取扱説明書は Windows の基本的操作方法を既に

ご存知のものとして書かれています。Windows の基本的操作

方法につきましては Windows 本体に付属しているユーザーズ

ガイドをご参照ください。 

 

 

 



 

 

本取扱説明書の表記法 

本取扱説明書では、操作の説明をわかりやすくするために

本文中に次のような表記法を使用しています。 

 

 ： 操作を行う上で、参考になることを説明しま

す。 

 

 ： 操作を行う上で、注意すべき点を説明しま

す。本文は、斜体で示されています。 

 

 ： 操作を行う上で、参照になるページが表記

されています。 

 

本文中の図版 ： 本文中の図版は、Windows 10 の画面を利

用しています。 

 

なお、本取扱説明書に使用している図版は開発中のソフト

ウェアのもので、製品とは画面が異なる場合があります。ご了

承ください。 

 

本取扱説明書の構成 

本取扱説明書はリアルタイムデータ収録ソフトウェア RD-73

00、計測データ編集ソフトウェア RD-7300-E の二つのソフトウ

ェアの取扱説明書により構成されています。 

各ソフトウェアの取扱説明は以下の章を参照してください。 
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① この章では、ハードウェアの設定、接続およびソフトウェアのセットアップにつ

いて解説いたします。 

 

1 セットアップにあたって必要なもの 
セットアップを開始する前に、以下が必要となります。 

 

 付属の Setup CD 1 枚 

 

 対応 OS Microsoft Windows 7 SP1, 8.1, 10, 11 

 

 上記 OS が動作し、CD ドライブと LAN ポートを備えたパソコン 
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2 本ソフトウェアのセットアップ 
ここでは本ソフトウェアのセットアップ手順を解説いたします。 

 

管理者(Administrator)権限を有するユーザーで OS にログインしてください。 

起動しているアプリケーションがある場合は、すべて終了してください。 

 

① Setup CD から RD-7300\Japanese\Setup.exe を実行します。 

② OS の設定によってユーザーアカウント制御が表示されます。 

 

[はい]ボタンをクリックします。 

③ パソコンの状況によって以下の画面が表示されます。 

 

[インストール]ボタンをクリックします。 

④ セットアッププログラムを開始します。 

 

[次へ]ボタンをクリックします。 
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⑤ [インストール先の選択]が表示されます。 

 

インストール先を変更する場合[変更]ボタンをクリックしてインストール先を

選択します。 

変更しない場合は、[次へ]ボタンをクリックします。 

⑥ [インストール準備の完了]が表示されます。 

 

[インストール]ボタンをクリックして本ソフトウェアのインストールを開始しま

す。 

⑦ [セットアップステータス]が表示されインストールを行います。 

 

⑧ [InstallShield Wizard の完了]が表示されます。 

 

[完了]ボタンをクリックしてインストールを完了します。 
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3 測定器の接続 
測定器は LAN インターフェースで接続するので、パソコンで LAN（イーサネッ

ト）の設定を行う必要があります。 

パソコンの設定はネットワーク接続またはイーサネットのプロパティで行います。 

 

インターネットプロトコルバージョン 4(TCP/IPv4)のプロパティを表示します。 

 

初めてインターネットプロトコルを設定する場合は、測定器の IP アドレスを参照

し右端の数字だけを他の値にしてください。 

例えば、測定器の IP アドレスが 192.168.1.1 の場合はパソコンを 192.168.1.2 と

します。サブネットマスクは 255.255.0.0 とします。 

ただし、既に他の機器にその番号が設定されている場合は他の番号に設定す

る必要があります。 

既に LAN の環境が設定されている場合は、現在使用しているすべての IP アド

レスとは異なる IP アドレスを測定器に設定してください。 

組織的に LAN が管理されている場合はその組織のネットワーク管理者にご相

談ください。 

 

ネットワーク接続の表示方法と設

定画面は使用するOSにより異な

ります。OSのヘルプをお読みく

ださい。 

測定器との通信が不安定な場

合、社内LANに接続せずパソコ

ンと測定器間で独立した LAN環

境で接続してください。 



 

リアルタイムデータ収録ソフトウェア 
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この章では、本ソフトウェアの基本仕様および画面各部の機能説明について解

説いたします。 

 

1 システム構成 
以下に標準システム構成を示します。確認してください。 

 

 OS Microsoft Windows 7 SP1, 8.1, 10, 11 

 

 パソコン Intel Core i5 3.0GHz 以上の CPU を推奨（ターボブー

ストを除く） 

OS のシステム要件に準拠していること 

 

 メモリ容量 4GB 以上を推奨 

 

 HDD 容量 空き容量が 5GB 以上 

※空き容量が 5GB 未満になると警告が表示されます。 

 

 インターフェース LAN 

 

 マルチレコーダ TMR-311（コントロールユニット） Ver.1.0Ａ

TMR-321(ひずみ 4 ゲージユニット) 

TMR-322(ひずみ 1G2G4G ユニット) 

TMR-323（ひずみ搬送波ユニット） Ver.1.2A 

TMR-331(電圧入力ユニット) Ver.1.1A 

TMR-332(熱電対電圧ユニット) Ver.1.4A 

TMR-341(電圧出力ユニット) Ver.1.3A 

TMR-353(デジタル入出力ユニット) Ver.1.6A 

TMR-361(チャージアンプユニット) Ver.1.7A 

 

TMR-311 が上記バージョンより古い場合、そのユニットはサポートされていない
ため、TMR-311 のファームウェアをバージョンアップしてください。 

 

本ソフトウェアと TMR-381(表示ユニット)との併用はできません。 

本ソフトウェアで TMR-311 を制御中に TMR-381(表示ユニット) を操作すると、

正しく動作しなくなります。 

 

 

TMR-311に搭載された 
内蔵の無線LANでは接続 

することができません。 

TMR-353 の CH8 は使用でき
ません。 
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2 基本仕様 
RD-7300 は TMR-311 をコントロールし、リアルタイムにデータを表示・収録する

ことを目的としたソフトウェアです。 

 

 測定条件 

制御可能台数 1 台 

測定点数 最大 80 点（10 ユニット搭載時） 

サンプリングクロック 0.1～0.9msec(0.1msec 刻み)、1～1000msec(1ms 刻

み)の範囲での設定が可能です。 

ただし、使用チャンネル数が 41 以上の場合は最速

0.2msec になります。 

測定時間 測定は任意のタイミングで終了するか、設定したデー

タ数分記録して終了するかを選択します。 

任意のタイミングで終了する場合には、設定されたデ

ータ数でファイルが分割されます。 

最大データ数は「10 億÷測定するチャンネル数」で

す。 

 

 入力チャンネル 

名前 測定点の名称を設定します。 

センサーモード 測定するセンサーの種類を設定します。 

レンジ 測定レンジを設定します。 

レンジにより測定範囲、分解能が異なります。 

基準接点 熱電対使用時の基準接点を設定します。 

ローパスフィルタ PASS と 1Hz～1kHz（1Hz 刻み）の範囲で設定します。 

周波数特性 ローパスフィルタの周波数特性をベッセル 2 次、ベッ

セル 8 次、バタワース 2 次、バタワース 8 次から設定し

ます。 

ハイパスフィルタ OFF、0.2Hz、1Hz を設定します。 

係数 測定値を物理量へ変換するための校正係数を設定し

ます。 

定格出力 容量を負荷した時の出力値を設定します。 

容量 センサーの容量を設定します。 

オフセット 係数を乗算した測定値に加算する値を設定します。 

単位 物理量の単位を設定します。 

フォーマット 表示形式を設定します。 

アラーム アラームとする上限値、下限値を設定します。 

設定した内容はグラフ上に描画するほか、アラームの

閾値を超えた場合に警報音を発生することで注意を

促します。 
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 拡張チャンネル 

チャンネルデータを演算して別のデータを作成します。 

 

拡張チャンネル数 最大 1000 チャンネル 

名前 拡張チャンネルに名前を設定します。 

関数 チャンネル間で四則演算やロゼット解析を行い測定

データと同様に表示します。 

単位 物理量の単位を設定します。 

フォーマット 表示形式を設定します。 

アラーム アラームとする上限値、下限値を設定します。 

設定した内容はグラフ上に描画するほか、アラームの

閾値を超えた場合に警報音を発生することで注意を

促します。 

 

 電圧出力 

電圧出力ユニット(TMR-341)を使用すると、任意の入力チャンネルの測定

値を電圧値として出力することができます。 

 

入力モード 入力チャンネルを設定します。 

出力電圧 出力電圧の最大値を設定します。 

入力値 定格出力に対する入力値を設定します。 

定格出力 入力値に相当する電圧を設定します。 

校正値 校正値(キャリブレーション)を設定します。 

 

 デジタル入力 

デジタル入出力ユニット(TMR-353)を使用すると、周波数の測定やパルスカ

ウントの機能を利用することが出来ます。 

 

入力モード 入力の種類を設定します。 

レンジ 測定レンジを設定します。 

レンジにより測定範囲、分解能が異なります。 

閾値 入力信号の閾値を設定します。 

 

 設定ファイル 

測定条件や測定方法を書き出して設定ファイルの作成、読み込みで測定

条件を復元することができます。 

 

 測定器の IP アドレス 

測定器の IP アドレスとポート番号を変更することができます。 

 

 測定方法 

・ マニュアル測定 

測定開始と終了を任意のタイミングで指定します。 

測定時間を設定している場合は自動的に終了します。 
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 アラーム出力 

リスト表示 上限値、下限値を超えたチャンネルをリストで表示しま

す。 

警報音 上限値、下限値を超えるとパソコンから警報音を鳴ら

します。 

 

 データファイル 

データファイルには測定した生データと係数や名前などを記録します。 

拡張チャンネルは名前の他に計算式を記録します。 

 

記録先 フォルダーを任意に指定することができます。 

初期状態ではドキュメントフォルダーに作成される

RD-7300 フォルダー 

記録形式 DADiSP 互換 TAFFmat 形式 

ファイルの容量 データファイルの容量は以下の式で求めます。 

データ数×チャンネル数×２バイト 

測定時間を指定せずに測定を行った場合は上記の

式で求めた容量でファイルが分割されます。 

 

 グラフ 

モニタ測定で取得した現在値を表示します。 

 

グラフシート 各種グラフモニタ、数値モニタ、画像、図面などのオ

ブジェクトを自由に配置するウィンドウで、複数のウィ

ンドウを同時に表示することが可能です。 

重ね描き 複数の作図線を一つのグラフに重ね描きが可能で

す。 

整列 複数のオブジェクトを整頓して配置します。 

グループ化 複数のオブジェクトを一つのオブジェクトとして配置し

ます。 

グラフファイル グラフシートは個別にファイルに保存することが可能

です。 

ファイルを読み込み再表示します。 

レイアウトの保存 表示しているすべてのグラフシートの表示位置をファ

イルに保存、そのファイルを読み込んで表示レイアウト

を再現します。 
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 オブジェクトの種類 

 数値モニタ 任意に選択した複数のチャネルの値を表示します。 

表示項目 名前、単位、現在値、ピーク値、バレー値を表示可能で 

す。 

上限値、下限値を超えた時に表示色の変更が可能です。 

 T-Y モニタ X 軸を時間、Y 軸を任意に選択した複数のチャンネルとし

たグラフを表示します。 

データ数 現在値からチャンネル当たり 10 万個分のデータを遡って

表示可能です。 

表示項目 上限値、下限値の線を表示可能です。 

 X-Y モニタ X／Y 軸共に任意チャネルの組合せでグラフを表示しま

す。 

データ数 現在値からチャンネル当たり 2 から 10 万個分の範囲で指

定します。 

表示項目 上限値、下限値の線を表示可能です。 

 バーモニタ 任意に選択した複数のチャネルの棒グラフを表示します。 

表示項目 ピーク値、バレー値の線を表示可能です。 

上限値、下限値の線を表示可能です。 

 スペクトル 任意に選択したチャンネルの FFT 解析を行い、スペクトル

を表示します。 

種類 パワースペクトルか振幅スペクトルを選択します。 

窓関数 矩形、ハミング、ハニングを選択します。 

シフト 0 点のずれを以下の方法から選択して除去します。 

DC カット(平均値による除去)、トレンド(１次回帰式による除

去) 

データ数 512～65536 の範囲で 2 の累乗で指定します。 

表示項目 振幅またはパワーの大きい順に指定した個数の値を表示

可能です。 

0～20 の範囲で指定します。 

 円モニタ 任意に選択したチャンネルの現在値を円モニタで表示し

ます。 

種類 標準、半円、垂直、水平から選択します。 

表示項目 名前、ピーク値、バレー値、上限値、下限値を表示可能で

す。 

 ベクトルモニタ 二軸、三軸ゲージの主ひずみや主応力を矢印で表示しま

す。 

上限値、下限値を超えた時に表示色の変更が可能です。 

 矢印モニタ データの大きさと方向を矢印で表示します。 

上限値、下限値を超えた時に表示色の変更が可能です。 

 画像ファイル ビットマップなどの画像ファイルを表示します。 

 ラベル 任意の文字列を表示します。 
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 データファイルの処理について 

収録したデータファイルの処理は添付の計測データ編集ソフトウェア

RD-7300-E で行います。 

また、TAFFmat 形式の DADiSP ファイルを読み込むことができるソフトウェア

で波形を表示することができますが、名前や単位の文字数などそのソフトウ

ェアの制限によって表示できないことがあるので、そのソフトウェアの制限に

従った設定を行ってください。 

拡張チャンネルのデータを表示するには RD-7300-E、または WF-7630 を

使用してください。 

 

 自動復帰について 

パソコンには起動中に電源が落ちた場合、BIOS 設定により電源回復後に

自動で起動する機能が搭載されている機種があります。 

本ソフトウェアは測定中にパソコンの電源が落ちて再起動すると、自動で測

定が再開されます。 

この場合、電源が落ちる瞬間までの測定データはパソコンへ保存されます

が、電源が落ちている最中の測定データは記録されません。 

ただし、電源が瞬断されるとキャッシュのデータが正常に保存されないことも

ありますので、市販の無停電装置と無停電装置に付属されているシャットダ

ウンツールの併用をおすすめします。 
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3 ソフト画面各部の説明 
 

3-1 メイン画面 

本ソフトウェアを起動した際に表示される画面です。 

測定値を表示するグラフシートが表示されますが、基本的に表示されるグラフ

は前回終了した際に表示していたグラフが再表示されます。 

 

 

3-2 グラフシート 

 

① グラフシート 様々なモニタオブジェクトを配置してモニタ中の測定

値を表示します。 

② グラフツール プロパティの表示やスケールの変更を選択しているオ

ブジェクトを操作するためのボタンが表示されます。 

③ プロパティパネル 選択しているオブジェクトの設定内容の表示、変更を

行います。 

 

① ③ 

② 
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3-3 制御ツール 

設定画面の表示や、測定器への接続、モニタ、データ収録を実行するボタンを

表示します。 

 

 

3-4 設定画面 

設定画面は環境設定、測定条件、入力チャンネル、拡張チャンネル、電圧出

力で構成され測定に関するすべての設定をこの画面で行います。 

 

3-5 ステータスバー 

測定器の接続状況など現在の状況を表示します。 

 

 

① コネクトアイコン 測定器との接続状況をアイコンで表示します。 

② メッセージ メニューやボタンの解説を表示します。 

③ MN： データ収録の経過時間を表示します。 

 

3-6 エラーログ 

測定器との通信エラーなど異常が発生した際にその内容が表示されます。 

 

 

 

① ② ③ 
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この章では、本ソフトウェアで作成されるアイコンの説明および本ソフトウェアの

起動と終了操作について解説いたします。 

 

1 本ソフトウェアのアイコン 
本ソフトウェアに関連するアイコンは、次の 4 種類になります。 

 

 本ソフトウェアプログラムアイコン 

本ソフトウェアプログラムのアイコンです。 

 

 グラフシートアイコン 

グラフシートを保存したファイルのアイコンです。 

 

 設定アイコン 

測定条件、チャンネル、拡張チャンネル設定内容を保存したファイルのアイ

コンです。 

 

 表示レイアウトアイコン 

グラフシートの表示レイアウトを保存したファイルのアイコンです。 
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2 本ソフトウェアの起動 
プログラムの起動は、下図のように Windows の[スタート]メニューから-[Visual 

LOG]-[RD-7300]をクリックします。 

 

本ソフトウェアで保存したグラフシート、表示レイアウトのファイルをダブルクリッ

クすることでも起動します。 

 

設定ファイルはアイコンからソフトウェアを起動したり、開いたりすることはできま

せん。 

設定画面から読み込みを行ってください。 
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3 本ソフトウェアの終了 
本ソフトウェアの終了や中断は[ファイル]メニューの[アプリケーションの終了]を

選択して行います。 

保存されたグラフシートに何らかの変更がされていると、そのシートの保存を確

認するダイアログが表示されます。 

 

 

4 バージョンの確認 
本ソフトウェアのバージョン確認は[ヘルプ]メニューの[バージョン情報...]を選択

します。 
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この章では測定条件および測定方法に関する設定を解説いたします。 

 

1 設定画面の表示 
設定画面を表示するには、メニューの[制御]から[設定...]を選択するか制御ツ

ールの をクリックします。 

 

 

2 設定内容を確定する 
設定内容を変更した場合は、変更を確定しなければ内容が反映されません。 

設定内容の確定は設定画面を閉じる際に行います。 

設定画面を閉じるには、設定画面の[ファイル]メニューから[閉じる]を選択する

かタスクの[閉じる]をクリックします。 

 

設定画面が閉じる前にダイアログが表示されます。 

 

[はい] ： 設定内容を確定し、画面を閉じます。 

[いいえ] ： もう一度確認が表示されます。 

[キャンセル] ： 設定画面を閉じるのを中止します。 

 

 

[はい] ： 設定内容を破棄して画面を閉じます。 

[いいえ] ： 設定画面を閉じるのを中止します。 
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3 環境設定 
環境設定では、測定データの保存先や測定器を使用する前の設定を行いま

す。 

 

環境設定の画面を表示するにはタスクの[環境設定]をクリックします。 

 

 

3-1 測定データの保存先 

測定を行った際に記録されるデータの保存先を設定します。 

 

測定中は変更することができません。 

 

設定項目 

[ドキュメントフォルダ内の RD-7300 フォルダに保存します] 

 ： ドキュメントフォルダ内に自動的に作成される RD-7300 フ

ォルダに保存します。 

[任意に指定したフォルダに保存します] 

 ： [参照...]ボタンをクリックして保存先のフォルダを選択しま

す。 
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3-2 測定器の接続を確認 

測定器のインターフェースの設定や、接続の確認を行います。 

 

測定器と接続している場合は、変更することができません。 

 

 

設定項目 

[IP アドレス] ： 測定器の IP アドレスを入力します。 

[ポート番号] ： 測定器のポート番号を入力します。 

[接続の確認] ： 入力された IP アドレス、ポート番号に従って測定器に接続

を行い、結果を表示します。 

   

接続に成功   接続に失敗 

 

3-3 測定器の IP アドレス変更 

測定器を使用する環境に合わせて IPアドレスを変更するには[測定器の IPアド

レス変更...]ボタンをクリックします。 

 

測定器と接続している場合は、変更することができません。 

 

インターフェースの設定に

つきましては“第１章 ３測定

器の接続”を参照してくださ

い。 
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変更を行うためのダイアログが表示されます。 

 

設定項目 

現在の設定 

[IP アドレス] ： 測定器の現在の IP アドレスを設定します。 

[ポート番号] ： 測定器の現在のポート番号を設定します。 

変更後の設定 

[IP アドレス] ： 測定器に設定する IP アドレスを設定します。 

[ポート番号] ： 測定器に設定するポート番号を設定します。 

 

設定内容を確認したら[設定]ボタンをクリックします。 

変更が終了するとダイアログが表示されます。 

 

設定画面の IP アドレスとポート番号が変更後の設定に変わっています。 
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4 測定条件 
測定条件ではサンプリングクロックや測定時間を設定します。 

 

環境設定の画面を表示するにはタスクの[測定条件]をクリックします。 

 

測定中は変更することができません。 

 

4-1 サンプリングクロック 

データを記録する際のサンプリングクロックとモニタを行う際のサンプリングクロ

ックを個別に設定することができます。 

 

設定項目 

[測定時のサンプリングクロック] 

 ： データを記録する際のサンプリングクロックを設定します。 

0.1～0.9msec(0.1msec 刻み)、1～1000msec(1msec 刻み)

の範囲で設定が可能です。 

ただし、測定器 1 台あたりの使用チャンネル数が 41 以上

の場合は最速 0.2msec になります。 

[測定時のサンプリングクロックに合わせる] 

 ： 測定時と同一のサンプリングクロックでモニタを行います。 

[測定時のサンプリングクロックから最速のクロックを求める] 

 ： 測定時のサンプリングクロックから最小公約数を求め、モ

ニタ時のサンプリングクロックとします。 

[モニタ時のサンプリングクロックを設定する] 

 ： 測定時のサンプリングクロックから、設定可能な公約数を

モニタ時のサンプリングクロックとして設定します。 
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4-2 測定時間 

測定データを収録する時間を設定します。 

データ数を入力すると、サンプリング速度から測定時間を求めて時間：分：秒で

表示します。 

 

[任意のタイミングで終了] 

 ： データ収録時に、ユーザーが終了しない限り測定データ

を収録し続けます。 

[１ファイルに記録するデータ数]でファイルが分割されま

す。 

[設定したデータ数で終了] 

 ： データ収録時に、[１測定に記録するデータ数]分のデータ

が収録されると測定を終了します。 

 

 

4-3 ピークリセット 

ピーク値とバレー値を初期化するタイミングを設定します。 

 

[測定を開始する際にピーク値、バレー値を現在値に設定] 

 ： 測定開始時にピーク値とバレー値を初期化します。 

[自動リセット] ： 自動でリセットする時間を秒単位で設定します。 

モニタ中も有効となります。 
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5 入力チャンネル 
入力チャンネルでは測定に使用するチャンネルの情報を設定します。 

 

入力チャンネルの画面を表示するにはタスクの[入力チャンネル]をクリックしま

す。 

 

測定中はアラーム設定を除いて編集することはできません。 

 

デジタル入出力ユニットは、下記の項目を設定することが出来ません。 

・センサーモード、レンジ （デジタル入力で設定した内容が表示されます） 

・基準接点、LPF、HPF 

 

5-1 測定 ON/OFF 

測定を行うチャンネルを選択します。 

表示のチャンネルが有効になります。 

ON/OFF の切り替えは切り替えるチャンネルを選択しをクリックするかスペー

スキーを押します。 

   
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5-2 名前 

チャンネルの名称を設定します。 

この項目はチャンネルを識別するために使用され、グラフの凡例などに表示さ

れます。 

 

編集する項目を選択し、編集内容を入力します。 

   

キーボードから直接編集すると編集前の内容は削除されます。 

編集前のデータに追記する場合は、ダブルクリックをするかキーボードの F2 キ

ーで編集状態にします。 

 

 名前に通し番号を付けるには 

自動的に同じ名前に通し番号を付けます。 

通し番号をつける名前を範囲選択します。 

 

通し番号は既に設定されている名前の後ろに追加されるので同じ名前を設定

しておくか、消去して空白にしておいてください。 

 

タスクから[名前の設定...]を選択すると、名前の設定ダイアログが表示されま

す。 
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設定項目 

Strain- 1 X .a
Strain- 1 Y .a
Strain- 1 Z .a
Strain- 2 X .a

連結文字１ 連結文字2

開始番号：指定した開始
番号より通し
番号が付加さ
れます。

付加文字：設定した文字
を繰り返し付
加します。

 

[連結数字] ： 連番  連続番号を付加します。 

連番 XY  二つ区切で連続番号を付加します。 

連番 XYZ 三つ区切で連続番号を付加します 

 

設定を確認し[OK]ボタンをクリックします。 

名前の後ろに[開始番号]からの通し番号が付加します。 
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5-3 センサーモード 

チャンネルに接続したセンサーの種類を設定します。 

ブリッジ電圧の設定によってひずみの分解能が変化します。 

[4GAGE0.5V] ： 4 ゲージ法 ブリッジ電源 DC 0.5V 

[4GAGE2.0V] ： 4 ゲージ法 ブリッジ電源 DC 2.0V 

[電圧] ： 電圧入力 

[熱電対 T] ： T 型熱電対 

[熱電対 K] ： K 型熱電対 

[熱電対 J] ： J 型熱電対 

 

編集するチャンネルのセンサーモードを選択します。 

 

ユニットに対応していないセンサーモードが設定されている場合は赤色で表示

されます。 

項目の をクリックするかキーボードの F2 キーを押します。 

 

接続されているユニットが確定している場合は設定可能なセンサーモードのみ

選択することができます。 
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5-4 レンジ 

チャンネルの測定可能な範囲を設定します。 

レンジの値が低いほど測定値のバラつきを緩和することができます。 

 

編集する項目を選択し をクリックするかキーボードの F2 キーを押してメニュー

を表示します。 

設定する内容を選択します。 

     

 

ひずみ測定範囲 

レンジ 
測定範囲（分解能） 

4G 2.0V 4G 0.5V 電圧(CR-4010) 

2000 -2,000～+2,000(0.1×10-6) -8,000～+8,000(0.4×10-6) -2,000～+2,000(0.1mV) 

5000 -5,000～+5,000(1×10-6) -20,000～+20,000(4×10-6) -5,000～+5,000(1mV) 

10000 -10,000～+10,000(1×10-6) -40,000～+40,000(4×10-6) -10,000～+10,000(1mV) 

20000 -20,000～+20,000(1×10-6) -80,000～+80,000(4×10-6) -20,000～+20,000(1mV) 

 

電圧入力測定範囲 

レンジ 測定範囲（分解能） 

1000 -1,000～+1,000(0.1mV) 

5000 -5,000～+5,000(0.5mV) 

10000 -10,000～+10,000(1mV) 

20000 -20,000～+20,000(2mV) 

52000 -52,000～+52,000(5mV) 

 

温度測定範囲 

レンジ 測定範囲（分解能） 

600 -200～+600(0.1℃) 

1300 -200～+1,300(0.2℃) 
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5-5 基準接点 

温度測定に用いる基準接点を設定します。 

表示のチャンネルは基準接点を内部に設けます。 

表示のチャンネルは基準接点を外部に設けます。 

設定の切り替えはチャンネルを選択しをクリックするかスペースキーを押しま

す。 

 

5-6 ローパスフィルタ 

ひずみや電圧測定に用いるローパスフィルタを設定します。 

入力信号から指定した周波数より高い周波数成分をカットすることができます。 

設定できる周波数は１Hz 単位で 1Hz～1kHz の範囲です。 

 

編集する項目を選択し、編集内容を入力します。 

また、[設定]メニューの[ローパスフィルタ]から値を選択することもできます。 

 

   

 

キーボードから直接編集すると編集前の内容は削除されます。 

編集前のデータに追記する場合は、ダブルクリックをするかキーボードの F2 キ

ーで編集状態にします。 

 

5-7 周波数特性 

ローパスフィルタの周波数特性を設定します。 

選択項目はベッセル 2 次、バタワース 2 次、ベッセル 8 次、バタワース 8 次で

す。 

 

編集する項目を選択し をクリックするかキーボードの F2 キーを押してメニュー

を表示します。 

設定する内容を選択します。 

 

     
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5-8 ハイパスフィルタ 

ひずみ測定に用いるハイパスフィルタを設定します。 

入力信号から指定した周波数未満をカットします。 

選択項目は OFF、0.2Hz、1.0Hz です。 

 

編集する項目を選択し をクリックするかキーボードの F2 キーを押してメニュー

を表示します。 

設定する内容を選択します。 

     

 

5-9 係数 

チャンネルごとに係数を設定します。 

係数を設定すると、定格出力と容量は削除されます。 

測定値として表示される値は、「測定データ×係数＋オフセット」となります。 

 

編集する項目を選択し、編集内容を入力します。 

   

キーボードから直接編集すると編集前の内容は削除されます。 

編集前のデータに追記する場合は、ダブルクリックをするかキーボードの F2 キ

ーで編集状態にします。 
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5-10 定格出力 

チャンネルに接続しているセンサーの定格出力を設定します。 

係数を既に設定している場合は設定する必要はありません。 

容量を既に設定している場合は定格出力を設定すると、「容量÷定格出力」の

値で係数が更新されます。 

 

編集する項目を選択し、編集内容を入力します。 

   

キーボードから直接編集すると編集前の内容は削除されます。 

編集前のデータに追記する場合は、ダブルクリックをするかキーボードの F2 キ

ーで編集状態にします。 

 

5-11 容量 

チャンネルに接続しているセンサーの容量を設定します。 

係数を既に設定している場合は設定する必要はありません。 

定格出力を既に設定している場合は容量を設定すると、「容量÷定格出力」の

値で係数が更新されます。 

 

編集する項目を選択し、編集内容を入力します。 

   

キーボードから直接編集すると編集前の内容は削除されます。 

編集前のデータに追記する場合は、ダブルクリックをするかキーボードの F2 キ

ーで編集状態にします。 

 

5-12 オフセット 

測定値に加算する補正値を設定します。 

測定値として表示される値は、「測定データ×係数＋オフセット」となります。 

 

編集する項目を選択し、編集内容を入力します。 

   

キーボードから直接編集すると編集前の内容は削除されます。 

編集前のデータに追記する場合は、ダブルクリックをするかキーボードの F2 キ

ーで編集状態にします。 
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5-13 フォーマット 

測定値の表示形式を小数点以下の表示桁数または指数形式で設定します。 

 

編集する項目を選択し をクリックするかキーボードの F2 キーを押してメニュー

を表示します。 

設定する内容を選択します。 

     

     
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5-14 単位 

チャンネルの単位を設定します。 

この項目はグラフの凡例に表示されます。 

 

編集する項目を選択し、編集内容を入力します。 

   

キーボードから直接編集すると編集前の内容は削除されます。 

編集前のデータに追記する場合は、ダブルクリックをするかキーボードの F2 キ

ーで編集状態にします。 

 

 単位の拡張 

任意の単位を登録し、メニューから選択することもできます。 

 

単位の項目上で をクリックするかキーボードのF2キーを押してメニューを表示

します。 

 

[編集...]をクリックして[単位の拡張]ウィンドウを表示します。 
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未記入の項目または修正する項目を選択して単位の編集をします。 

[OK]ボタンをクリックして[単位の拡張]ウィンドウを閉じます。 

   

単位の項目上で右クリックしてメニューを表示します。 

[単位]から登録した単位を選択します。 
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5-15 アラームの ON/OFF 

アラーム機能の ON/OFF を設定します。 

表示でアラーム機能が有効になります。 

ON/OFF の切り替えは切り替えるチャンネルを選択しをクリックするかスペー

スキーを押します 

 

5-16 上限値、下限値 

アラームとする上限値と下限値を設定します。 

上限値と下限値はグラフ上に表示することができます。 

[上限値] ： 測定値が上限値を上回った時にアラームを発生します。 

[下限値] ： 測定値が下限値を下回った時にアラームを発生します。 

 

編集する項目を選択し、編集内容を入力します。 

   

キーボードから直接編集すると編集キーボードから直接編集すると編集前の内

容は削除されます。 

編集前のデータに追記する場合は、ダブルクリックをするかキーボードの F2 キ

ーで編集状態にします。 
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6 拡張チャンネル 
任意に設定した演算式に基づいて常時演算を行い、通常のチャンネルと同様

に扱うことができます。 

データファイルには拡張チャンネルの設定が記録されますが、演算結果は記

録されません。 

拡張チャンネルの最大チャンネル数は 1000 点です。 

 

拡張チャンネルの画面を表示するにはタスクの[拡張チャンネル]をクリックしま

す。 

 

測定中はアラーム設定を除いて編集することはできません。 

 

6-1 名前 

チャンネルの名称を設定します。 

この項目はチャンネルを識別するために使用され、グラフの凡例などに表示さ

れます。 

 

編集する項目を選択し、編集内容を入力します。 

   

キーボードから直接編集すると編集前の内容は削除されます。 

編集前のデータに追記する場合は、ダブルクリックをするかキーボードの F2 キ

ーで編集状態にします。 

 

 

名前の通し番号単位につ

きましては“第 4 章 5-2 名

前”を参照してください。 
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6-2 関数 

チャンネルの演算式を設定します。 

 

編集する項目を選択し、編集内容を入力します。 

   

キーボードから直接編集すると編集前の内容は削除されます。 

編集前のデータに追記する場合は、ダブルクリックをするかキーボードの F2 キ

ーで編集状態にします。 

 

 関数パネルから関数を挿入 

関数パネルから使用する関数を選択して挿入することもできます。 

関数パネルを表示するにはタスクの[関数パネルの表示]をクリックします。 

 

関数リストから関数を選択します。 

 

[関数の挿入]ボタンをクリックします。 

 

関数につきましては“第 14

章 関数一覧” を参照してく

ださい。 
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引数を入力します。 

 

[チェック]ボタンをクリックして書式を確認します。 

 

[適用]ボタンをクリックして編集内容を確定します。 

 

 



 

 4-22 

6-3 フォーマット 

演算結果の表示形式を小数点以下の表示桁数または指数形式で設定しま

す。 

 

編集する項目を選択し をクリックするかキーボードの F2 キーを押してメニュー

を表示します。 

設定する内容を選択します。 

     

     

 

6-4 単位 

チャンネルの単位を設定します。 

この項目はグラフの凡例に表示されます。 

 

編集する項目を選択し、編集内容を入力します。 

   

キーボードから直接編集すると編集前の内容は削除されます。 

編集前のデータに追記する場合は、ダブルクリックをするかキーボードの F2 キ

ーで編集状態にします。 

 

単位の拡張につきましては 

“第4章5-14単位”を参照し

てください。 
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6-5 アラームの ON/OFF 

アラーム機能の ON/OFF を設定します。 

表示でアラーム機能が有効になります。 

ON/OFF の切り替えは切り替えるチャンネルを選択しをクリックするかスペー

スキーを押します 

 

6-6 上限値、下限値 

アラームとする上限値と下限値を設定します。 

上限値と下限値はグラフ上に表示することができます。 

[上限値] ： 演算結果が上限値を上回った時にアラームを発生しま

す。 

[下限値] ： 演算結果が下限値を下回った時にアラームを発生しま

す。 

 

編集する項目を選択し、編集内容を入力します。 

   

キーボードから直接編集すると編集キーボードから直接編集すると編集前の内

容は削除されます。 

編集前のデータに追記する場合は、ダブルクリックをするかキーボードの F2 キ

ーで編集状態にします。 
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7 電圧出力 
電圧出力ユニット（TMR-341）を使用すると、任意の入力チャンネルの測定デ

ータを電圧値として出力することができます。 

電圧出力ユニット（TMR-341）を使用しない場合には、設定する必要はありませ

ん。 

 

電圧出力の画面を表示するには、タスクの[電圧出力]をクリックします。 

 

測定中は編集することができません。 

 

7-1 入力チャンネル 

電圧出力に用いる測定データのチャンネルを選択します。 

  

[IN1] ： 電圧出力に用いるチャンネルを選択します。 

電圧を出力しない場合は OFF を設定します。 

 

 

[IN2～4] ： IN1 に加算もしくは減算するチャンネルを選択します。 

チャンネル間の演算を行わない場合は OFF を設定しま

す。 
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7-2 出力電圧 

出力電圧の範囲を[±5V]、[±10V]、[0～＋5V] の中から選択します。 

 

 

出力電圧はユニット単位になるため、一つのチャンネルを変更してもそのチャン
ネルを含むユニットの全チャンネルが同じ設定になります。 

 

 

7-3 出力感度 

電圧出力の感度を入力値と定格出力で設定します。 

 

[入力値] ： [入力Ch.]の測定データが[入力値]になった時に、[定格出

力]に設定した電圧が出力されます。 

[定格出力] ： [入力値]に対する電圧出力値を V 単位で設定します。 

 

入力値 200 で定格出力 2V の場合、 [入力 Ch.]の測定データが 100 の時に

1V が出力されます。 

 

 

7-4 校正値 

校正値を測定データの単位で設定します。 

 

入力値 200 で定格出力 2V の場合、校正値に 100 を設定すると+CAL で 1V

が出力され、-CAL で-1V が出力されます。 

 

 

 

校正値の電圧を出力するに

は、“第6章10 電圧出力の

校正”を参照してください。 
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8 デジタル入力 
デジタル入出力ユニット（TMR-353）を使用すると、周波数の測定やパルスカウ

ントの機能を利用することができます。 

デジタル入出力ユニット（TMR-353）を使用しない場合には、設定する必要はあ

りません。 

 

デジタル入力の画面を表示するには、タスクの[デジタル入力]をクリックします。 

 

測定中は編集することができません。 

RD-7300 ではユニットの 8 番目のチャンネルを使用することができません。 
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8-1 入力モード 

デジタル入出力の入力モードを選択します。 

チャンネルによって設定できる項目が異なります。 

 

[FREQ.] 

CH1～4 ： 入力 1～4 に入力された信号の周波数を測定します。 

[COUNT(Unsigned)]   

CH1～4 ： 入力 1～4 に入力された信号のパルスをカウントします。 

CH5,CH6 ： 2 つの入力を A 相、B 相として、2 相カウントをします。 

  (CH5) A 相：入力 1 ／ B 相：入力 2 

  (CH6) A 相：入力 3 ／ B 相：入力 4 

CH7 ： 3つの入力をA相、B相、Z相として、3相カウントをします。 

  A 相：入力 1 ／ B 相：入力 2 ／ Z 相：入力 3 

[COUNT(Signed)]   

CH5,CH6 ： 2 つの入力を A 相, B 相として、2 相カウントをします。 

  (CH5) A 相：入力 1 ／ B 相：入力 2 

  (CH6) A 相：入力 3 ／ B 相：入力 4 

[COUNT(32bit)]   

CH1+CH2 ： 入力 1 に入力された信号のパルスをカウントします。 

  (CH1)入力 1 に入力されたパルスの数(0～29999) 

  (CH2)CH1 の記録値が 29999 を超える度に +1 されます。 

 

 COUNT(32bit)は CH1 と CH2 に設定されます。  

   
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8-2 レンジ 

チャンネルの測定可能な範囲を設定します。 

チャンネル及び入力モードによって設定できる項目が異なります。 

  

測定レンジ 

入力モード 
レンジ 

設定項目 測定範囲 

FREQ. 100 0 ～ 100 Hz (0.01Hz 分解能) 

500 0 ～ 500 Hz (0.05Hz 分解能) 

1000 0 ～ 1 kHz (0.1Hz 分解能) 

5000 0 ～ 5 kHz(0.5Hz 分解能) 

10000 0 ～ 10 kHz (1Hz 分解能) 

50000 0 ～ 50 kHz (5Hz 分解能) 

100000 0 ～ 100 kHz (10Hz 分解能) 

COUNT(Unsigned)：CH1～4 30000(固定) 0 ～ 29,999 カウント 

COUNT(Unsigned)：CH5～6 2～30000(任意) 0～1(最小)/29,999(最大)カウント 

COUNT(Signed) - -29,999 ～ +29,999 カウント 

COUNT(32bit) 30000(固定) 0 ～ 899,999,999 カウント 
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8-3 閾値 

デジタル入出力ユニットのチャンネル１～４に入力された信号の閾値を設定しま

す。 

 

モードによって閾値のレベルが決まります。 

[任意] ：±10000mV の範囲で 100mV 刻みに入力します。 

 

[低] ：±15mV で固定です。 

[中] ：±100mV で固定です。 

[高] ：±1000mV で固定です。 

[TTL] ：+2000mV，+800mV で固定です。 

[CMOS] ：+3500mV，+1500mV で固定です。 

 

入力モードが COUNT(32bit)に設定されている時、2 番目のチャンネルの閾値
設定は使われません。 
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9 初期状態に戻す 
表示されている設定画面の内容を初期状態に戻すことができます。 

 

初期状態に戻したい設定画面を表示します。 

 

[ファイル]メニューから[初期状態に戻す...]を選択すると確認のダイアログが表

示されます。 

 

[はい]ボタンをクリックすると設定内容が初期状態に戻ります。 

 

 

以下の状況では使用できません。 

環境設定 ： 測定器と接続状態 

測定条件 ： データ収録実行中 

入力チャンネル ： データ収録実行中 

拡張チャンネル ： データ収録実行中 

電圧出力 ： データ収録実行中 

デジタル入出力 ： データ収録実行中 
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10 設定内容の保存 
設定内容をファイルに記録しておくことができます。 

記録されるのは環境設定を除いた測定条件、チャンネル、拡張チャンネルの設

定内容です。 

 

[ファイル]メニューから[書き出し(W)...]を選択すると保存先を設定するダイアロ

グが表示されます。 

 

保存先とファイル名を設定し[保存(S)]ボタンをクリックします。 

 

11 設定内容の読み込み 
保存した設定内容のファイルを読み込み、内容を復元します。 

 

[ファイル]メニューから[読み込み(L)...]を選択すると設定ファイルを選択するダ

イアログが表示されます。 

 

設定ファイルを選択して[開く(O)]ボタンをクリックします。 

 

測定器と接続している場合は、設定を読み込むことができません。 
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この章ではグラフシートについて解説いたします。 

 

1 グラフシートについて 
グラフシートは様々なモニタオブジェクトを配置してモニタ中の測定値を表示し

ます。 

初回起動時は数値モニタを表示します。 

 

 

グラフシートの特徴 

 グラフシートを同時に複数表示することができるのでユーザーがレイアウトを行

い、様々な試験に対応することができます。 

 グラフシートの表示状態を記録し、試験ごとにレイアウトを保存しておくことが

できます。 

 ソフトウェアを再起動すると前回の状態で起動します。 

 各種モニタオブジェクトはプロパティパネルから設定を変更し、入力と同時に

内容が反映されるので、操作手数が少なくなっています。 

 モニタのスケールはプロパティウィンドウとは別に、マウスのドラッグとホイール

で変更することができます。 

 拡張チャンネルも常時モニタリングします。 
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2 グラフシートの作成 
新しいグラフシートを作成するには、[グラフ]メニューの[新規グラフ]から表示す

るモニタオブジェクトを選択します。 

 

メニュー上部に表示されるバーをドラッグすると、メニューをツールバーとして常

時表示しておくことができます。 

   

 

選択したモニタオブジェクトの設定ダイアログが表示されます。 
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[OK]ボタンをクリックすると新しいグラフシートが表示されます。 

 

モニタオブジェクトが無いグラフシートを作成する場合は、[グラフ]メニューの

[白紙フォーム]を選択します。 
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3 グラフシートの保存 
グラフシートの保存は、[ファイル]メニューから[上書き保存...]または[名前を付

けて保存...]を選択します。 

 

[上書き保存...] ： 初めて保存する時はファイル名の入力と保存場所の指定

を行うダイアログが表示されます。一度保存されたシートは

前と同じ名前で再保存されます。 

[名前を付けて保存...] 

 ： 常にファイル名の入力と保存場所の指定を行うダイアログ

が表示されます。 

 

ファイル名と保存場所を指定するダイアログが表示されます。 

 

ファイル名と保存場所を指定して[保存(S)]ボタンをクリックします。 

シートの名前が指定したファイル名に変わります。 

 

4 グラフシートを開く 
保存したグラフシートを再表示するには、[ファイル]メニューから[開く...]を選択し

ます。 

 

グラフシートのファイルを選択するダイアログが表示されます。 

 

グラフシートを選択して[開く(O)]ボタンをクリックします。 
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5 画像の保存 
選択されたグラフシートを画像に変換して保存します。 

 

[ファイル]メニューから[絵を保存...]を選択すると、名前をつけて保存のダイアロ

グが表示されます。 

 

ファイル名にはグラフシートの名前が設定されています。 

ファイルの種類は以下の種類から選択します。 

 

[ビットマップファイル] 

 ： Windows の標準的な画像フォーマットです。 

多くのソフトウェアが対応しています。 

[拡張メタファイル] ： 文字の字体や書式を記録しています。 

綺麗に印刷することができます。 

[PNG ファイル] ： 画質を下げずにファイルの容量を小さくすることができま

す。 

設定内容を確認して[保存]ボタンをクリックします。 
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6 他のソフトウェアに貼り付ける 
選択されたグラフシートの画像を、ファイルを作成しないで他のソフトウェアに表

示します。 

 

[編集]メニューから[グラフのコピー]を選択して表示されるメニューからコピー形

式を選択します。 

[ビットマップコピー] 

 ： Windows の標準的な画像フォーマットでコピーします。 

多くのソフトウェアが対応しています。 

[ベクターコピー] ： 文字の字体や書式を保持したままコピーします。 

綺麗に印刷することができます。 

 

画像の貼り付けに対応したソフトウェアを起動して貼り付けを行います。 
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7 ウィンドウのタブ表示について 
複数のグラフシートをタブで切り替えて拡大されたウィンドウで表示することがで

きます。 

 

ウィンドウが表示されている状態で[ウィンドウ]メニューから[タブで表示]を選択

すると、ウィンドウ表示とタブ表示が切り替わります。 

 ウィンドウ表示 

 

 タブ表示 
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8 ウィンドウレイアウトについて 
複数のウィンドウを並べて表示し、その表示レイアウトを記録することができま

す。 

ウィンドウを並べて表示します。 

 

[ファイル]メニューから[レイアウトの保存...]を選択すると確認のダイアログが表

示されます。 

 

レイアウトファイルを保存する前に、グラフシートは[名前をつけて保存...]を一度

でも実行してファイルに保存しておくことを推奨します。 

 

保存していないグラフシートはウィンドウを閉じてしまうとレイアウトを再現するこ
とができません。 

グラフシートの保存場所やファイル名を変更するとレイアウトを再現することはで
きません。 

 

[次からは表示しない]にチェックを入れると、次にこの操作を行う際にこのダイ

アログが表示されません。 

[OK]ボタンをクリックすると、保存場所とファイル名を設定するダイアログが表示

されます。 

 

保存場所とファイル名を設定して[保存(S)]ボタンをクリックします。 

レイアウトを再現するには保存したレイアウトファイルを開きます。 
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レイアウトファイルを保存した際に表示していたウィンドウは、レイアウトファイル

を開く時に表示されている必要はありません。 

 

[ファイル]メニューから[開く...]を選択して保存したレイアウトファイルを開きま

す。 

 

保存時のレイアウトが再現されます。 

 

レイアウトファイルをデスクトップやエクスプローラー上でダブルクリックしてもレ

イアウトを再現することができます。 
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9 モニタオブジェクトの配置 
モニタオブジェクトは任意に大きさや位置を変更することができます。 

 

9-1 オブジェクトツールバー 

オブジェクトをクリックして選択するとグラフツールバーが表示されます。 

 

 

グラフツールバーには選択したモニタオブジェクトに対応した機能ボタンが表

示され、そのボタンをクリックすることにより様々な操作を行うことができます。 

 

9-2 モニタオブジェクトの固定 

位置を固定されたモニタオブジェクトは任意に位置を変更することができません。

モニタオブジェクトをクリックしてグラフツールバーを表示します。 

 

固定されているモニタオブジェクトはグラフツールバーに と表示されます。 

をクリックすると表示が に変化して固定が解除されます。再度クリックする

と固定されます。 
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9-3 モニタオブジェクトの配置 

大きさや位置を変更するモニタオブジェクトをクリックします。 

 

モニタオブジェクトの外周の をドラッグしてサイズ変更します。 

 

モニタオブジェクトをドラッグして位置を変更します。 

 

モニタオブジェクトの種類によっては大きさを変更できないものがあります。 
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9-4 モニタオブジェクトの位置 

モニタオブジェクトは基本的にウィンドウの大きさに合わせて移動します。 

その際に大きさを保持したまま移動するモニタオブジェクトと、ウィンドウの大き

さに合わせて大きさを変えるモニタオブジェクトがあります。 

数値モニタやラベルのオブジェクトは設定によりどちらでも動作させることができ

ます。 

 

 大きさの自動調整 

プロパティの[大きさの自動調整]を True に設定するとウィンドウの大きさに合わ

せて大きさを変え、False に設定すると移動のみになります。 

 

大きさを保持したまま移動するオブジェクトは、移動する際の基準となる位置

（アンカーポイント）を設定することができます。 

 

 アンカーポイントの設定 

アンカーポイントを変更するオブジェクトを選択します。 

 

グラフツールバーの をクリックするとアンカーポイントの位置が表示されま

す。 

 

このポイントでウィンドウサイズを変更すると、グラフのグリッド右端との位置関係

は変わりません。 

 

アンカーポイントを左上に設定します。 
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このポイントでウィンドウサイズを変更すると、グラフのグリッド右端との位置がず

れます。 

 

このようにウィンドウサイズを変更した際に、他のオブジェクトとの位置関係をア

ンカーポイントで調整することができます。 

 

大きさを自動調整するオブジェクトのアンカーポイントは左上と右下の２箇所で

す。 
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9-5 モニタオブジェクトの追加 

グラフシートに追加するモニタオブジェクトを[グラフ]メニューの[追加オブジェク

ト]から選択します。 

 

メニュー上部に表示されるバーをドラッグすると、メニューをツールバーとして常

時表示しておくことができます。 

   

 

選択したモニタオブジェクトの設定ダイアログが表示されます。 

 

[追加]ボタンをクリックするとモニタオブジェクトが追加されます。 
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9-6 モニタオブジェクトの複製 

同じ様式のモニタオブジェクトを複数配置する場合、既に配置されているモニタ

オブジェクトを複製して配置することができます。 

 

複製するモニタオブジェクトを選択します。 

 

[編集]メニューから[複製]を選択します。 

 

Ctrl キーを押しながらモニタオブジェクトをドラッグすると複製と配置を同時に行

うことができます。 
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9-7 モニタオブジェクトの整頓 

複数のモニタオブジェクトを同じ位置に整頓することができます。 

位置を揃えるモニタオブジェクトを選択します。 

 

Shift キーを押しながらモニタオブジェクトをクリックすると、順次選択していくこと

ができます。 

 

グラフツールバーに位置を揃えるアイコンが表示されます。 

 ： 左に揃えます。 

 ： 水平方向の中央に揃えます。 

 ： 右に揃えます。 

 ： 上に揃えます。 

 ： 鉛直方向の真ん中に揃えます。 

 ： 下に揃えます。 

基準となる位置は最初に選択したモニタオブジェクトで、サイズ変更のマーカー

が表示されているモニタオブジェクトです。 

アイコンをクリックすると基準となるオブジェクトに合わせて移動します。 
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9-8 モニタオブジェクトの大きさを揃える 

複数のモニタオブジェクトを同じ大きさにすることができます。 

大きさを揃えるモニタオブジェクトを選択します。 

 

Shift キーを押しながらモニタオブジェクトをクリックすると、順次選択していくこと

ができます。 

 

グラフツールバーに大きさを揃えるアイコンが表示されます。 

 ： 幅を揃えます。 

 ： 高さを揃えます。 

 ： 高さと幅を揃えます。 

基準となる大きさは最初に選択したモニタオブジェクトで、サイズ変更のマーカ

ーが表示されているオブジェクトです。 

アイコンをクリックすると基準となるモニタオブジェクトと同じ大きさになりま

す。 
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9-9 モニタオブジェクトの上下関係 

不透明なオブジェクトが重なり合って下のモニタオブジェクトが表示されない場

合は、下のモニタオブジェクトを前面に移動して表示します。 

隠れているモニタオブジェクトを選択します。 

 

[編集]メニューから[最前面へ]を選択します。 

 

隠れていたモニタオブジェクトが表示されます。 

 

上に表示されているモニタオブジェクトを選択して、[編集]メニューから[最背面

へ]を選択しても同様のことが行えます。 
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9-10 モニタオブジェクトのグループ化 

複数のモニタオブジェクトをグループ化して一つのモニタオブジェクトとして扱う

ことができます。 

グループ化するモニタオブジェクトを選択します。 

 

グラフツールバーにグループ化を行うアイコンが表示されます。 

 
： グループ化します。 

 
： グループを解除します。 

アイコンをクリックすると一つのモニタオブジェクトになります。 

 

以降、移動や大きさの変更は一つのモニタオブジェクトとして動作します。 
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10 モニタオブジェクトの作成 

10-1 数値モニタ 

数値モニタは、測定値をリアルタイムで表示し、アラーム値の条件を満たすと枠

内の色が変わります。 

 

[グラフ]メニューの[新規グラフ]から[数値モニタ]を選択します。 

または、[グラフ]メニューの[追加オブジェクト]から[数値モニタ]を選択します。 

 

設定項目 

[登録>>] ： 左のリストで選択した項目を右のリストに追加します。 

[挿入>>] ： 左のリストで選択した項目を右のリストで選択している項目

の前に挿入します。 

[解除] ： 右のリストで選択した項目を削除します。 

[すべて解除] ： 右のリストの項目をすべて削除します。 

 

左側のリストからモニタするチャンネルを選択します。 

 

[登録>>]ボタンをクリックして、右側のリストへ移動します。 
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[OK]ボタンをクリックして数値モニタを表示します。 

 

表示内容 

名前 ： チャンネルの名前を表示します。 

現在値 ： 現在の測定値を表示します。 

ピーク値 ： モニタ中の最大値を表示します。 

上限値とは異なります。 

バレー値 ： モニタ中の最小値を表示します。 

下限値とは異なります。 

単位 ： チャンネルの単位を表示します。 
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10-2 T-Y モニタ 

X 軸にモニタ時のパソコンの時間、Y 軸にモニタチャンネルのデータを折れ線

グラフで表示します。 

 

[グラフ]メニューの[新規グラフ]から[T-Y モニタ]を選択します。 

または、[グラフ]メニューの[追加オブジェクト]から[T-Y モニタ]を選択します。 

 

設定項目 

[登録>>] ： 左のリストで選択した項目を右のリストに追加します。 

[挿入>>] ： 左のリストで選択した項目を右のリストで選択している項目

の前に挿入します。 

[解除] ： 右のリストで選択した項目を削除します。 

[すべて解除] ： 右のリストの項目をすべて削除します。 

 

左側のリストからモニタするチャンネルを選択します。 

 

[登録>>]ボタンをクリックして、右側のリストへ移動します。 

 

[OK]ボタンをクリックして T-Y モニタを表示します。 
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10-3 X-Y モニタ 

X 軸 Y 軸にそれぞれ設定したチャンネルのモニタ値を X-Y グラフで表示しま

す。 

 

[グラフ]メニューの[新規グラフ]から[X-Y モニタ]を選択します。 

または、[グラフ]メニューの[追加オブジェクト]から[X-Y モニタ]を選択します。 

 

設定項目 

[作成] ： X 軸と Y 軸のリストから選択した項目で新しい作図ラインを

作成します。 

[削除] ： 作図ラインで選択している項目を削除します。 

 

作図ラインから[新規ライン]を選択します。 

左側のリストから X 軸となるチャンネルを選択します。 

 

右側のリストから Y 軸となるチャンネルを選択します。 
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[作成]ボタンをクリックして作図線を作成します。 

 

[OK]ボタンをクリックして X-Y モニタを表示します。 

 

X-Y モニタは現在の値から遡って指定したデータ数分描画します。 データ数の設定方法につ

きましては“第 5 章 11-4T-

Y モニタ、X-Y モニタの設

定”を参照してください。 
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10-4 バーモニタ 

現在のモニタチャンネルの値をバーグラフで表示します。 

 

[グラフ]メニューの[新規グラフ]から[バーモニタ]を選択します。 

または、[グラフ]メニューの[追加オブジェクト]から[バーモニタ]を選択します。 

 

設定項目 

[登録>>] ： 左のリストで選択した項目を右のリストに追加します。 

[挿入>>] ： 左のリストで選択した項目を右のリストで選択している項目

の前に挿入します。 

[解除] ： 右のリストで選択した項目を削除します。 

[すべて解除] ： 右のリストの項目をすべて削除します。 

 

左側のリストからモニタするチャンネルを選択します。 

 

[登録>>]ボタンをクリックして、右側のリストへ移動します。 
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[OK]ボタンをクリックしてバーモニタを表示します。 

 

 

10-5 円モニタ 

任意の 1 チャンネルを選択して、値を円グラフで表示します。 

 

[グラフ]メニューの[新規グラフ]から[円モニタ]を選択します。 

または、[グラフ]メニューの[追加オブジェクト]から[円モニタ]を選択します。 

 

モニタするチャンネルを選択し[OK]ボタンをクリックすると、円モニタが表示され

ます。 
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10-6 スペクトル 

任意の 1 チャンネルを選択して、FFT 解析を行いパワースペクトルまたは振幅

スペクトルをグラフで表示します。 

 

[グラフ]メニューの[新規グラフ]から[スペクトル]を選択します。 

または、[グラフ]メニューの[追加オブジェクト]から[スペクトル]を選択します。 

 

モニタするチャンネルを選択し[OK]ボタンをクリックすると、スペクトルモニタが

表示されます。 
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10-7 ベクトルモニタ 

ベクトルモニタは、一軸、二軸、三軸ゲージの値をベクトルで表示します。 

主ひずみや主応力をベクトルで表示し、アラーム値の条件を満たすと矢印の線

の色が変わります。 

 

[グラフ]メニューの[追加オブジェクト]から[ベクトルモニタ...]を選択します。 

ベクトルモニタ基準線設定ダイアログが表示されます。 

 

設定項目 

[長さ] : 画面（印刷）上でのベクトルの長さ（mm）を設定します。 

[値] : 長さに対しての値を設定します。 

[単位] : 値の単位を設定します。 

 

設定を確認して[OK]ボタンをクリックします。 

ベクトルモニタの設定のダイアログが表示されます。 

 

設定項目 

[種類] : ベクトルモニタの種類（一軸、二軸、三軸）を選択します。 

[水平方向に設定>>] 

 : 一軸、二軸の場合、選択したチャンネルを水平方向に設

定します。 

[鉛直方向に設定>>] 

 : 二軸の場合、選択したチャンネルを鉛直方向に設定しま

す。 

[最大値に設定>>] : 三軸の場合、選択したチャンネルを最大値に設定します。 

[最小値に設定>>] : 三軸の場合、選択したチャンネルを最小値に設定します。 

[角度に設定>>] : 三軸の場合、選択したチャンネルを角度に設定します。 

[角度の回転方向] : 試験体の裏にゲージを貼り付けた場合に表のゲージとベ

クトルの極性を合わせる場合に設定します。 

[初期回転角度θ] : 初期の回転角度θを設定します。 

 

設定を確認して[OK]ボタンをクリックします。 
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 一軸ベクトルモニタ 

一軸のベクトルモニタをグラフシートに追加します。 

 

種類を一軸に設定し、チャンネルを選択して[水平方向に設定>>]ボタンをクリッ

クします。 

グラフシートにベクトルモニタが追加されます。 

 

上記のグラフシートには、ビットマップ画像と数値モニタを追加しています。 
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 ニ軸ベクトルモニタ 

ニ軸のベクトルモニタをグラフシートに追加します。 

 

種類をニ軸に設定し、水平方向のチャンネルを選択して[水平方向に設定>>]

ボタンをクリックします。 

鉛直方向のチャンネルを選択して[鉛直方向に設定>>]ボタンをクリックします。 

グラフシートにベクトルモニタが追加されます。 

 

上記のグラフシートには、ビットマップ画像と数値モニタを追加しています。 
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 三軸ベクトルモニタ 

三軸（直角形ロゼットゲージ）のベクトルモニタをグラフシートに追加します。 

 

種類を三軸に設定し、最大値のチャンネルを選択して[最大値に設定>>]ボタン

をクリックします。 

最小値のチャンネルを選択して[最小値に設定>>]ボタンをクリックします。 

角度のチャンネルを選択して[角度に設定>>]ボタンをクリックします。 

グラフシートにベクトルモニタが追加されます。 

 

上記のグラフシートには、ビットマップ画像と数値モニタを追加しています。 

 

 ベクトルモニタ基準線の設定変更 

ベクトルモニタ基準線の設定を変更する場合には、基準線をダブルクリックしま

す。 

 

ベクトルモニタ基準線の設定ダイアログが表示されます。 
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10-8 矢印モニタ 

矢印モニタは、測定値を長さと角度に対応させ矢印で表示します。 

現在のデータを矢印で表示し、アラーム値の条件を満たすと矢印の線の色が

変わります。 

 

 

[グラフ]メニューの[追加オブジェクト]から[矢印モニタ...]を選択すると、矢印モニ

タの基準線の設定ダイアログが表示されます。 

 

このダイアログが表示されるのは、最初のみで２回目以降は表示されません。 

 

設定項目 

[長さ] ： 画面（印刷）上での矢印の長さ（mm）を設定します。 

[値] ： 長さに対しての値を設定します。 

[単位] ： 値の単位を設定します。 

 

設定を確認して[OK]ボタンをクリックします。 

矢印モニタの設定ダイアログが表示されます。 

 

設定項目 

[長さに設定>>] ： 選択したチャンネルを長さに設定します。 

[角度に設定>>] ： 選択したチャンネルを角度に設定します。 

[角度の回転方向] ： 時計回りを有効にすると、値の＋極性で時計回りに矢印が

回転します。 

時計回りを無効にすると、値の＋極性で時計と逆回りに矢

印が回転します。 

[初期回転角度θ] ： 初期の回転角度θを設定します。（常に逆時計回り） 

[描画方法] ： 矢印の回転の中心点を矢印の始点にするか、矢印の中心

点にするかを選択します。 

[長さが負の場合] ： [長さに設定]で選択したデータ No の値が負になった場合

に矢印を１８０°回転させるか、矢印を逆向きにするかを選

択します。 

 

設定を確認して[OK]ボタンをクリックします。 
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グラフシートに矢印モニタが追加されます。（下記の例は、ビットマップ画像と数

値モニタを追加した例です。） 

 

 

 矢印モニタ基準線の設定変更 

矢印モニタ基準線の設定を変更する場合には、基準線をダブルクリックしま

す。 

 

矢印モニタ基準線の設定ダイアログが表示されます。 
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10-9 ラベル 

任意のテキストをモニタ画面へ表示します。 

 

[グラフ]メニューの[追加オブジェクト]から[ラベル...]を選択すると、テキスト編集

のダイアログを表示します。 

 

任意のテキストを入力します。 

 

[OK]ボタンをクリックしてラベルを表示します。 
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10-10 OLE オブジェクトの挿入 

モニタ画面にはあらかじめ作成しておいた、試験体の絵やエクセルのワークシ

ートなどWindowsのOLEに対応したオブジェクトを、モニタと共に配置して表示

することができます。 

 

オブジェクトを挿入するには[編集]メニューから[オブジェクトの作成と貼り付

け...]を選択します。 

挿入するオブジェクトを作成するダイアログが表示されます。 

 

新しくオブジェクトを作成する場合は[新規作成]をクリックし、オブジェクトの種

類からオブジェクトの形式を選択します。既に挿入するファイルがある場合は[フ

ァイルから作成]をクリックします。 

 

[リンク]をクリックし有効にすると挿入するファイルが変更されると作成したオブ

ジェクトも更新されます。 

[参照...]ボタンをクリックするとファイルを参照するダイアログが表示されるのでフ

ァイルを選択します。 

[OK]ボタンをクリックするとオブジェクトが挿入されます。 

 

 

 

すべてのファイルを表示 
できるわけではありませ 
ん。 
オブジェクトの種類に表示 
されるオブジェクトのファ 
イルのみモニタ画面に表 
示されます。 
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10-11 画像の貼り付け 

BMP, PNG, JPG 画像をモニタ画面に表示します。 

画像を挿入するには[編集]メニューから[画像の貼り付け]を選択します。 

画像ファイルの選択ダイアログが表示されます。 

 

[開く]ボタンをクリックするとオブジェクトが挿入されます。 

 

オブジェクトとモニタを配置してモニタ画面を作成してください。 

 

オブジェクトでモニタが隠れてしまう場合は、オブジェクトを選択して[編集]メニ

ューから[最背面へ]を選択します。 
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11 設定の確認と変更 
モニタオブジェクトに対して設定を確認、変更する際、確認を行うモニタオブジ

ェクトの上をダブルクリックまたは[グラフ]メニューの[オブジェクトの編集]を選択

すると、それぞれのオブジェクトを作成する際に表示されたダイアログが表示さ

れるので目的に応じて設定します。 

 

その他にも、プロパティパネルを表示してグラフシートやモニタオブジェクトの表

示様式、モニタオブジェクト固有の設定を変更することもできます。 

 

11-1 プロパティパネルの表示 

プロパティパネルでは各種モニタの設定を行います。 

 

 表示方法 1 

モニタオブジェクトをクリックし、グラフツールバーを表示します。 

をクリックします。 

 

 表示方法 2 

[ウィンドウ]メニューをクリックし、[プロパティ]をクリックします。 
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 表示方法 3 

グラフシート上で右クリックし、メニューを表示します。 

[プロパティ]をクリックします。 

 

 

表示方法 1～3 でプロパティパネルが表示されます。 
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11-2 グラフシートの設定項目 

[編集不可] ： True に設定すると、シート内のオブジェクトをすべてロック

し移動できないようにします。また、以降のシートに関する

変更を不可にします。 

[背景色] ： シートの背景色を選択します。 

をクリックすると色の一覧が表示されます。 

 

[作図エリアロック] ： 作図エリアをウィンドウから切り離します。これにより、シート

のウィンドウサイズを変更しても作図エリアは変更されない

ので、配置したモニタオブジェクトの位置関係がずれませ

ん。 

 

 

色の設定につきましては、 

“第5章11-10 色の変更方

法”を参照してください。 
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11-3 数値モニタの設定 

[透明な背景] ： をクリックして背景の表示を設定します。 

True 透明 False 不透明 

  

[大きさの自動調整] 

 ： ウィンドウの大きさに合わせて自動的にオブジェクトの大き

さとフォントのサイズを調整します。 

[フォント] ： をクリックしてフォントを設定します。 

[データ] ： をクリックして、データの選択ダイアログからモニタする

チャンネルを設定します。 

[列数] ： をクリックして列に表示するチャンネル数を設定します。 

  設定範囲は 1～10 まで。 

列数 1 列数 2 

  

[文字数] ： をクリックして列の幅を文字数で設定します。 

  設定範囲は 1～255 まで。 

[凡例] ： をクリックして凡例の表示を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

[凡例の項目] 

[名前] ： をクリックして名前の表示を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

[現在値] ： をクリックして現在値の表示を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

フォントにつきましては、“第

5 章 11-12 フォントの変更”

を参照してください。 

大きさの自動調整につきま

しては、“第5章9-4 モニタ

オブジェクトの位置”を参

照してください。 

データを選択するダイアロ

グにつきましては、“第 5 章

10-1数値モニタ”を参照して

ください。 
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[ピーク値] ： をクリックしてピーク値の表示を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

[バレー値] ： をクリックしてバレー値の表示を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

[単位] ： をクリックして単位の表示を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

[アラーム] 

[アラーム表示] ： をクリックして変更します。 

True に設定すると各チャンネルのアラームの設定に従っ

て条件を満たした時に背景色を変更します。 

[上限値の色] ： をクリックして上限値の条件を満たした時に表示する色

を設定します。 

すべてのモニタオブジェクトに共通の設定です。 

[下限値の色] ： をクリックして下限値の条件を満たした時に表示する色

を設定します。 

すべてのモニタオブジェクトに共通の設定です。 

[上下限値の色] ： をクリックして上限値と下限値の条件を同時に満たした

時に表示する色を設定します。 

 

色の設定につきましては、 

“第5章11-10 色の変更方

法”を参照してください。 

アラーム値につきまして

は、“第4章5-14 アラーム

のON/OFF“を参照してくだ

さい。 
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[外枠線] ： モニタオブジェクトの大きさで外枠の線を引きます。 

[配色] 

[背景色] ： をクリックして背景色を設定します。 

 

[凡例色] ： をクリックして凡例色を設定します。 

 

[文字色] ： をクリックして文字色を設定します。 

 

[枠線] ： をクリックして枠線の色を設定します。 

 

[罫線] ： をクリックして罫線の色を設定します。 

 

[外枠線の色] ： をクリックして外枠の線の色を設定します。 

外枠線につきましては、 

“第5章11-13 外枠線の設

定”を参照してください。 

色の設定につきましては、 

“第5章11-10色の変更方

法”を参照してください。 
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11-4 T-Y モニタ、X-Y モニタの設定 

 T-Y モニタ固有の設定 

[X 軸スケール] 

[増分(sec)] ： X 軸目盛線の増分値を秒単位で設定します。 

 

 

[分割数] ： をクリックして X 軸スケールの分割数を設定します。 

設定範囲は 4～10 まで。 

分割数 4 分割数 10 

  

[補助目盛り間隔] 

 ： 補助目盛り線の分割数を設定します。 

補助目盛り線は[グリッド]-[補助目盛り]-[X 軸]を設定しな

いと描画されません。 

2 と設定した場合 

 

 [表示] ： をクリックして X 軸スケールの値の表示を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

[フォント] ： をクリックして X 軸スケールのフォントを設定します。 

 

 

フォントにつきましては、 

“第5章11-12 フォントの変

更”を参照してください。 
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 X-Y モニタ固有の設定 

[作図データ数] ： チャンネルあたりの作図するデータ数を 2～100000の範囲

で設定します。 

[X 軸スケール] 

[X 軸の右端値] ： X 軸スケールの右端の値を設定します。 

 

  

[X 軸の左端値] ： X 軸スケールの左端の値を設定します。 

 

  

[増分] ： X 軸目盛線の増分値を設定します。 

 

  

[補助目盛り間隔] 

 ： 補助目盛り線の分割数を設定します。 

補助目盛り線は[グリッド]-[補助目盛り]-[X 軸]を設定しな

いと描画されません。 

2 と設定した場合 

 

[表示] ： をクリックして X 軸スケールの値の表示を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

 

[フォント] ： をクリックして X 軸スケールのフォントを設定します。 

 

フォントにつきましては、 

“第5章11-12 フォントの変

更”を参照してください。 
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[X 軸のアラーム値] 

[上限値] ： をクリックして上限値の表示を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

[下限値] ： をクリックして下限値の表示を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

 

アラーム値につきまして

は、“第4章5-14 アラーム

のON/OFF“を参照してくだ

さい。 
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 共通の設定項目 

[データ] ： をクリックして表示されるデータの選択ダイアログから、

モニタするチャンネルを設定します。 

[透明な背景] ： をクリックして背景の表示を設定します。 

True 透明 False 不透明 

  

[Y 軸スケール] 

[Y 軸の上端値] ： Y 軸スケールの上端の値を設定します。 

 

[Y 軸の下端値] ： Y 軸スケールの下端の値を設定します。 

 

[増分] ： Y 軸目盛線の増分値を設定します。 

 

[補助目盛り間隔] 

 ： 補助目盛り線の分割数を設定します。 

補助目盛り線は[グリッド]-[補助目盛り]-[Y 軸]を設定しな

いと描画されません。 

2 と設定した場合 

 

[表示] ： をクリックして Y 軸スケールの値の表示を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

データの選択につきまして

は、“第 5 章 10-2 T-Y モニ

タ”、“第5章10-3 X-Yモニ

タ”を参照してください。 
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フォントにつきましては、“第

5 章 11-12 フォントの変更”
を参照してください。 

[フォント] ： をクリックして Y 軸スケールのフォントを設定します。 

 

[Y 軸のアラーム値] 

[上限値] ： をクリックして上限値の表示を設定します。 

True 表示 

   

False 非表示 

 

[下限値] ： をクリックして下限値の表示を設定します。 

True 表示 

   

False 非表示 

 

[Y 軸のラベル] 

[自動] ： をクリックして Y 軸ラベルの表示を設定します。 

True：チャンネルの名前と単位が[軸ラベル]、[軸の単位]

に設定されます。 

[軸ラベル] ： Y 軸のラベルを設定します。 

[軸の単位] ： Y 軸の単位を設定します。 

[フォント] ： をクリックして Y 軸ラベルのフォントを設定します。 

 

アラーム値につきまして

は、“第4章5-14 アラーム

のON/OFF“を参照してくだ

さい。 

フォントにつきましては、 

“第5章11-12 フォントの変

更”を参照してください。 
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[X 軸のラベル] 

[自動] ： をクリックして X 軸ラベルの表示を設定します。 

True：チャンネルの名前と単位が[軸ラベル]、[軸の単位]

に設定されます。 

[軸ラベル] ： X 軸ラベルを設定します。 

[軸の単位] ： X 軸単位を設定します。 

[フォント] ： をクリックして X 軸ラベルのフォントを設定します。 

 

[凡例] 

[自動] ： をクリックして凡例のラベルの表示を設定します。 

True：チャンネルの名前が作図線のラベルに設定されま

す。 

[ラベルと線] ： をクリックして作図線のラベル、線の種類、線の太さ、線

の色を設定します。 

 

[グリッド] 

[フレーム] 

[色] ： をクリックして枠線の色を選択します。 

[太さ] ： 枠線の太さを、なし/1/2 から選択します。 

[主目盛り/補助目盛り] 

[色] ： をクリックして目盛り線の色を選択します。 

[Y/X 軸] ： Y/X 軸の目盛り線の太さを、なし/1/2 から選択します。 

[チックマーク] 

[色] ： をクリックしてチックマークの色を選択します。 

[Y/X 軸] ： Y/X軸のチックマークの太さを、なし/1/2から選択します。 

[Y/X 軸位置] ： チックマークを表示する位置を、なし/左/右/左右から選

択します。 

 

[外枠線] ： モニタオブジェクトの大きさで外枠の線を引きます。 

[配色] 

[背景色] ： をクリックして背景の色を選択します。 

[外枠線の色] ： をクリックして外枠の線の色を選択します。 

 

ラベルと線につきましては、 

“第 5 章 11-11 作図線の色

と種類の変更”を参照してく

ださい。 

フォントにつきましては、 

“第5章11-12 フォントの変

更”を参照してください。 

外枠線につきましては、 

“第5章11-13 外枠線の設

定”を参照してください。 



RD-7300 

第 5 章 グラフシート 

 5-49 

11-5 バーモニタの設定 

[データ] ： をクリックしてデータの選択ダイアログから、モニタする

チャンネルを設定します。 

[透明な背景] ： をクリックして背景の表示を設定します。 

True 透明 False 不透明 

  

[作図データの種類] 

[現在値] ： をクリックして現在値を表示するか設定します。 

True 黒で表示 False 非表示 

  

[ピーク値] ： をクリックしてピーク値の表示を設定します。 

True 橙色で表示 False 非表示 

  

[バレー値] ： をクリックしてバレー値の表示を設定します。 

True 橙色で表示 False 非表示 

  

[Y 軸スケール] 

[Y 軸の上端値] ： Y 軸スケールの上端の値を設定します。 

 

[Y 軸の下端値] ： Y 軸スケールの下端の値を設定します。 

 

[増分] ： Y 軸目盛線の増分値を設定します。 

 

データの選択につきまして

は、“第 5 章 10-4 バーモニ

タ”を参照してください。 



 

 5-50 

[補助目盛り間隔] 

 ： 補助目盛り線の分割数を設定します。 

補助目盛り線は[グリッド]-[補助目盛り]-[Y 軸]を設定しな

いと描画されません。 

2 と設定した場合 

 

[表示] ： をクリックして Y 軸スケールの値の表示を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

[フォント] ： をクリックして Y 軸スケールのフォントを設定します。 

 

[X 軸スケール] 

[ラベル] ： をクリックしてラベルの表示方向を設定します。 

非表示 水平 

  

垂直 

 

[フォント] ： をクリックしてラベルのフォントを設定します。 

 

フォントにつきましては、 

“第5章11-12 フォントの変

更”を参照してください。 
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[アラーム] 

[上限値] ： をクリックして上限値の表示を設定します。 

True 上限値の色で表示 False 非表示 

  

[下限値] ： をクリックして下限値の表示を設定します。 

True 下限値の色で表示 False 非表示 

  

[上限値の色] ： をクリックして上限値を表示する色を設定します。 

すべてのモニタオブジェクトに共通の設定です。 

[下限値の色] ： をクリックして下限値を表示する色を設定します。 

すべてのモニタオブジェクトに共通の設定です。 

[Y 軸のラベル] 

[自動] ： をクリックして Y 軸ラベルの表示を設定します。 

True：チャンネルの名前と単位が[軸ラベル]、[軸の単位]

に設定されます。 

[軸ラベル] ： Y 軸ラベルを設定します。 

[軸の単位] ： Y 軸単位を設定します。 

[フォント] ： をクリックして Y 軸ラベルのフォントを設定します。 

 

[X 軸のラベル] 

[自動] ： をクリックして X 軸ラベルの表示を設定します。 

True：[軸ラベル]と[軸の単位]を空白にします。 

[軸ラベル] ： X 軸ラベルを設定します。 

[軸の単位] ： X 軸単位を設定します。 

[フォント] ： をクリックして X 軸ラベルのフォントを設定します。 

 

アラーム値につきまして

は、“第4章5-14 アラーム

のON/OFF“を参照してくだ

さい。 

色の設定につきましては、 

“第5章11-10 色の変更方

法”を参照してください。 

フォントにつきましては、 

“第5章11-12 フォントの変

更”を参照してください。 
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[グリッド] 

[フレーム] 

[色] ： をクリックして枠線の色を選択します。 

[太さ] ： 枠線の太さを、なし/1/2 から選択します。 

[主目盛り/補助目盛り] 

[色] ： をクリックして目盛り線の色を選択します。 

[Y/X 軸] ： Y/X 軸の目盛り線の太さを、なし/1/2 から選択します。 

[チックマーク] 

[色] ： をクリックしてチックマークの色を選択します。 

[Y/X 軸] ： Y/X軸のチックマークの太さを、なし/1/2から選択します。 

[Y/X 軸位置] 

 ： チックマークを表示する位置を、なし/左/右/左右から選

択します。 

 

[外枠線] ： モニタオブジェクトの大きさで外枠の線を引きます。 

[配色] 

[背景色] ： をクリックして背景の色を選択します。 

[外枠線の色] ： をクリックして外枠の線の色を選択します。 

 

 

 

外枠線につきましては、 

“第5章11-13 外枠線の設

定”を参照してください。 
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11-6 円モニタの設定 

[データ] ： をクリックして表示されるデータを選択するダイアログか

ら、モニタするチャンネルを設定します。 

[表示形式] ： をクリックして円モニタの表示形式を設定します。 

標準 半円 

  

水平 垂直 

  

[凡例] ： をクリックして凡例の表示を設定します。 

非表示 上 

  

下 

 

[透明な背景] ： をクリックして背景の表示を設定します。 

True 透明 False 不透明 

  

[作図データの種類] 

[ピーク値] ： をクリックしてピーク値の表示を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

[バレー値] ： をクリックしてバレー値の表示を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

データの選択につきまして

は、“第5章10-5 円モニタ”

を参照してください。 
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[スケール] 

[Y 軸の上端値] ： スケールの最大値を設定します。 

 

[増分] ： 目盛の増分値を設定します。 

 

[分割数] ： をクリックしてスケールの分割数を設定します。 

設定範囲は 1～10 まで。 

分割数 4 分割数 8 

  

 

[アラーム] 

[上限値] ： をクリックして上限値の表示を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

[下限値] ： をクリックして下限値の表示を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

[上限値の色] ： をクリックして上限値を表示する色を設定します。 

すべてのモニタオブジェクトに共通の設定です。 

[下限値の色] ： をクリックして下限値を表示する色を設定します。 

すべてのモニタオブジェクトに共通の設定です。 

 

[外枠線] ： モニタオブジェクトの大きさで外枠の線を引きます。 

[配色] 

[背景色] ： をクリックして背景の色を選択します。 

[外枠線の色] ： をクリックして外枠の線の色を選択します。 

 

アラーム値につきまして

は、“第4章5-14 アラーム

のON/OFF“を参照してくだ

さい。 

色の設定につきましては、 

“第5章11-10 色の変更方

法”を参照してください。 

外枠線につきましては、 

“第5章11-13 外枠線の設

定”を参照してください。 
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11-7 スペクトルの設定 

[データ] ： をクリックして表示されるデータを選択するダイアログか

ら、モニタするチャンネルを設定します。 

[ピーク値マーク] ： をクリックしてマークを表示するピーク値の数を設定しま

す。 

  ピーク値は降順に指定した個数分表示されます。 

設定範囲は 0～20 まで 

マーク数 1 マーク数 3 

  

[透明な背景] ： をクリックして背景の表示を設定します。 

True 透明 False 不透明 

  

 

[解析方法] 

[種類] ： をクリックしてスペクトルの表示方法を設定します。 

振幅スペクトル/パワースペクトル 

[シフト] ： をクリックし 0 点の移動を除去する方法を設定します。 

なし ：除去を行いません。 

DC カット ：平均値で除去します。 

トレンド ：一時回帰式で除去します。 

[窓関数] ： をクリックして窓関数を設定します。 

矩形/ハミング/ハニング 

[データ数] ： をクリックして FFT 解析を行うデータ数を設定します。 

512/1024/2048/4096/8192/16384/32768/65536 

データの選択につきまして

は、“第 5 章 10-6 スペクト

ル”を参照してください。 
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[Y 軸スケール] 

[対数表示] ： をクリックして Y 軸スケールの表示方法を設定します。 

True 対数表示 False 自然数表示 

  

[Y 軸の上端値] ： Y 軸スケールの上端の値を設定します。 

  

[Y 軸の下端値] ： Y 軸スケールの下端の値を設定します。 

  

[増分] ： Y 軸目盛線の増分値を設定します。 

  

[補助目盛り間隔] 

 ： 補助目盛り線の分割数を設定します。 

補助目盛り線は[グリッド]-[補助目盛り]-[Y 軸]を設定しな

いと描画されません。 

2 と設定した場合 

 

[表示] ： をクリックして Y 軸スケールの値の表示を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

[フォント] ： をクリックして Y 軸スケールのフォントを設定します。 

 

フォントにつきましては、 

“第5章11-12 フォントの変

更”を参照してください。 
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[X 軸スケール] 

[X 軸の右端値] ： X 軸スケールの右端の値を設定します。 

 

 

[X 軸の左端値] ： X 軸スケールの左端の値を設定します。 

 

 

[増分] ： X 軸目盛線の増分値を設定します。 

 

 

[補助目盛り間隔] 

 ： 補助目盛り線の分割数を設定します。 

補助目盛り線は[グリッド]-[補助目盛り]-[X 軸]を設定しな

いと描画されません。 

2 と設定した場合 

 

[表示] ： をクリックして X 軸スケールの値の表示を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

[フォント] ： をクリックして X 軸スケールのフォントを設定します。 

 

フォントにつきましては、 

“第5章11-12 フォントの変

更”を参照してください。 



 

 5-58 

ラベルと線につきましては、

“第 5 章 11-11 作図線の色

と種類の変更“を参照してく

ださい。 

[Y 軸ラベル] 

[自動] ： をクリックして Y 軸ラベルの表示を設定します。 

True：チャンネルの名前と単位が[軸ラベル]、[軸の単位]

に設定されます。 

[軸ラベル] ： Y 軸ラベルを設定します。 

[軸の単位] ： Y 軸単位を設定します。 

[フォント] ： をクリックして Y 軸ラベルのフォントを設定します。 

 

[X 軸ラベル] 

[自動] ： をクリックして X 軸ラベルの表示を設定します。 

True：[軸ラベル]を周波数、[軸の単位]を Hz に設定されま

す。 

[軸ラベル] ： X 軸ラベルを設定します。 

[軸の単位] ： X 軸単位を設定します。 

[フォント] ： をクリックして X 軸ラベルのフォントを設定します。 

 

[凡例] 

[自動] ： をクリックして凡例の表示を設定します。 

True：チャンネルの名前が作図線のラベルに設定されま

す。 

[ラベルと線] ： をクリックして凡例のラベル、線の種類、線の太さ、線の

色を設定します。 

 

[フォント] ： をクリックして凡例のフォントを設定します。 

 

[グリッド] 

[フレーム] 

[色] ： をクリックして枠線の色を選択します。 

[太さ] ： 枠線の太さを、なし/1/2 から選択します。 

フォントにつきましては、 

“第5章11-12 フォントの変

更”を参照してください。 
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[主目盛り/補助目盛り] 

[色] ： をクリックして目盛り線の色を選択します。 

[Y/X 軸] ： Y/X 軸の目盛り線の太さを、なし/1/2 から選択します。 

[チックマーク] 

[色] ： をクリックしてチックマークの色を選択します。 

[Y/X 軸] ： Y/X軸のチックマークの太さを、なし/1/2から選択します。 

[Y/X 軸位置] 

 ： チックマークを表示する位置を、なし/左/右/左右から選

択します。 

 

[外枠線] ： モニタオブジェクトの大きさで外枠の線を引きます。 

[配色] 

[背景色] ： をクリックして背景の色を選択します。 

[外枠線の色] ： をクリックして外枠の線の色を選択します。 

 

 

11-8 ベクトルモニタと矢印モニタの設定項目 

[データ] ： モニタするデータを選択します。 

をクリックして設定を行うダイアログを表示します。 

[太さ] ： 線の太さを、標準/太線から選択します。 

[色] ： をクリックして線の色を選択します。 

[アラーム] 

[アラーム表示] ： をクリックして変更します。 

True に設定するとチャンネルのアラームの設定に従って

条件を満たした時に線の色を変更します。 

[上限値の色] ： をクリックして上限値の条件を満たし時に表示する色を

設定します。 

すべてのモニタオブジェクトに共通の設定です。 

[下限値の色] ： をクリックして下限値の条件を満たし時に表示する色を

設定します。 

すべてのモニタオブジェクトに共通の設定です。 

 

外枠線につきましては、 

“第5章11-13 外枠線の設

定”を参照してください。 

色の設定につきましては、 

“第5章11-10 色の変更方

法”を参照してください。 

アラーム値につきまして

は、“第4章5-14 アラーム

のON/OFF“を参照してくだ

さい。 

データの選択につきまして

は、“第 5 章 10-7 ベクトル

モニタ”、“第5章10-8 矢印

モニタ”を参照してください。 
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11-9 凡例とラベルの設定 

X-Y モニタ、T-Y モニタの凡例、ベクトルモニタ、矢印モニタの基準線、ラベル

の設定項目です。 

 

 ラベル固有の設定 

[データ] ： をクリックして表示されるテキストを編集するダイアログで、

テキストを設定します。 

[大きさの自動調整] 

 ： ウィンドウの大きさに合わせて自動的にオブジェクトの大き

さとフォントのサイズを調整します。 

 

 X-Y モニタ、T-Y モニタの凡例固有の設定 

[凡例] 

[自動] ： をクリックして凡例のラベルの表示を設定します。 

True ではチャンネルの名前が作図線のラベルに設定され

ます。 

False では作図線のラベルに任意の文字を設定します。 

[ラベルと線] ： をクリックして作図線のラベル、線の種類、線の太さ、線

の色を設定します。 

 

 共通の設定項目 

[透明な背景] ： をクリックして背景の表示を設定します。 

True 透明 False 不透明 

  

[フォント] ： をクリックしてフォントを設定します。 

[90 度回転] ： 文字の表示を、なし/右に回転/左に回転から選択します。 

   

[外枠線] ： モニタオブジェクトの大きさで外枠の線を引きます。 

[配色] 

[背景色] ： をクリックして背景の色を選択します。 

 

[外枠線の色] ： をクリックして外枠の線の色を選択します。 

[文字色] ： をクリックして文字の色を選択します。 

 

 

大きさの自動調整につきま

しては、“第5章9-4 モニタ

オブジェクトの位置”を参

照してください。 

フォントにつきましては、 

“第5章11-12 フォントの変

更”を参照してください。 

ラベルと線につきましては、 

“第 5 章 11-11 作図線の色

と種類の変更”を参照してく

ださい。 

外枠線につきましては、 

“第5章11-13 外枠線の設

定”を参照してください。 
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11-10 色の変更方法 

背景や文字の色を変更することができます。 

 

T-Y モニタや X-Y モニタなどのグラフの色は選択できる色が固定になっていま

す。 

プロパティの色に関する項目から をクリックします。 

 

変更する色を選択します。 

 

背景の色などは任意の色を選択することができます。 

プロパティの色に関する項目から をクリックします。 

 

変更する色を選択します。 

 

その他の色を選択するには[その他...]をクリックします。 

 

カラーを選択するダイアログが表示されるので、色を選択します。 

 



 

 5-62 

[OK]ボタンをクリックして色を確定します。 
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11-11 作図線の色と種類の変更 

T-Y モニタ、X-Y モニタ、スペクトルはプロパティから作図線の色と種類を変更

することができます。 

 

プロパティの[ラベルと線]から をクリックします。 

 

凡例を設定するダイアログが表示されます。 

 

[種類]の をクリックして作図線の種類を選択します。 

   

[太さ]の をクリックして作図線の太さを選択します。 

   

[色]の をクリックして作図線の色を選択します。 

   

描画速度は実線が速いのでできるだけ実線を選ぶようにしてください。 
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[OK]ボタンをクリックして変更を確定します。 

 

 

11-12 フォントの変更 

モニタオブジェクトに表示する文字は書体や文字の大きさなどを変更することが

できます。 

 

プロパティの[フォント]から をクリックします。 

 

フォントを選択するダイアログが表示されます。 

 

フォント名、スタイル、サイズを選択します。 

 

[OK]ボタンをクリックしてフォントを確定します。 
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11-13 外枠線の設定 

モニタオブジェクトの大きさに合わせて指定した位置に描きます。 

[外枠線] 

[上] ： モニタオブジェクトの上に線を引きます。 

 

[下] ： モニタオブジェクトの下に線を引きます。 

 

[左] ： モニタオブジェクトの左に線を引きます。 

 

[右] ： モニタオブジェクトの右に線を引きます。 

 

[陰影] ： モニタオブジェクトの影を表示します。 

 

 



 

 5-66 

12 マウスを使用したスケールの変更 
T-Y モニタ、X-Y モニタ、バーモニタ、円モニタ、スペクトルにはグラフのスケー

ルを変更する機能があり、プロパティパネルから設定する他にマウス操作から

設定することもできます。 

 

モニタオブジェクトをクリックするとグラフツールバーが表示されます。 

 

このグラフツールバーから変更する項目をクリックします。 

 

 Y 軸の移動 

をクリックすると Y 軸を移動することができます。 

マウスのセンターホイールを上に、またはドラッグした状態で上に移動すると Y

軸スケールがプラス方向に移動します。 

 

 

 

マウスのセンターホイールを下に、またはドラッグした状態で下に移動すると Y

軸スケールがマイナス方向に移動します。 

 

 

 

 

 

センターホイールとはマウ

スボタンの間にある回転体

のことです。 
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 Y 軸の拡大縮小 

をクリックすると Y 軸を拡大縮小することができます。 

マウスのセンターホイールを上に、またはドラッグした状態で上に移動すると Y

軸スケールが縮小されます。 

 

 

 

マウスのセンターホイールを下に、またはドラッグした状態で下に移動すると Y

軸スケールが拡大されます。 

 

 

 

 

センターホイールとはマウ

スボタンの間にある回転体

のことです。 
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 X 軸の移動 

をクリックすると X 軸を移動することができます。 

マウスのセンターホイールを上に、またはドラッグした状態で右に移動すると X

軸スケールがプラス方向に移動します。 

 

 

 

マウスのセンターホイールを下に、またはドラッグした状態で左に移動すると X

軸スケールがマイナス方向に移動します。 

 

 

 

 

センターホイールとはマウ

スボタンの間にある回転体

のことです。 
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 X 軸の拡大縮小 

をクリックすると X 軸を拡大縮小することができます。 

マウスのセンターホイールを上に、またはドラッグした状態で左に移動すると X

軸スケールが縮小されます。 

 

 

 

マウスのセンターホイールを下に、またはドラッグした状態で右に移動すると X

軸スケールが拡大されます。 

 

 

センターホイールとはマウ

スボタンの間にある回転体

のことです。 
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この章では、データファイルと測定方法について解説いたします。 

 

1 データファイルについて 
測定データを記録するデータファイルについて解説いたします。 

 

1-1 データファイルの名前 

測定データを記録するデータファイルの名前は、測定方法，測定日時で作成さ

れます。 

 

M 170703131030 .dat 

 拡張子 dat のファイルには測定した生データ 

拡張子 hed にはチャンネル情報が記録されます。 

 測定日時 

この場合は、2017 年 7 月 3 日 13 時 10 分 30 秒に

記録されたファイルです。 

 測定方法 

M ：マニュアル測定 

 

測定時間の設定で[任意のタイミングで終了]を選択した場合、ファイルが分割

されて記録されることがあります。 

その場合、ファイル名の後ろに – と通し番号が付加されます。 

 

1-2 データファイルの保存先 

本ソフトウェアを起動すると、ドキュメントフォルダーに RD-7300 フォルダーが作

成されます。 

初期状態では測定データはこのフォルダーに保存されます。 

 

ドキュメント 

 RD-7300 

 M170703131030.dat 

 M170703131030.hed 

 

保存先を変更する方法につ

きましては、”第4章 3-1 測

定データの保存先“を参照

してください。 
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1-3 データファイルのチャンネル番号 

チャンネルの設定で測定 OFF に設定されたチャンネルや、拡張チャンネルの

設定で関数を定義していないチャンネルはデータファイルに記録されません。 

したがって、以下のように測定時のチャンネル番号とデータファイルのチャンネ

ル番号が異なります。 

 測定 ON/OFF 測定時 データファイル 

チャンネル 1 ON CH1 CH1 

チャンネル 2 OFF CH2 記録なし 

チャンネル 3 ON CH3 CH2 

 

拡張チャンネルの関数にはチャンネル番号や拡張チャンネルの番号を引数に

もつ関数がありますが、関数を記録する際にデータファイルのチャンネル番号

に合わせて記録を行うので、RD-7300-E などの他のソフトウェアで読み込んだ

際には注意してください。 
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2 測定状態のステータス表示 
画面下部のステータスバーには、測定器との通信状態と測定状態のステータス

を表示します。 

 

 通信状態 

 

 ： 測定器と接続されていません。 

 ： 測定器へ設定を送信しています。 

 ： 測定器と通信を行っています。 

 ： 通信に遅延が発生しています。 

 ： 測定器のファームウェアを更新しています。 

 

 測定状況 

 

 ： マニュアル測定は実行されていません。 

 ： マニュアル測定中です。 

測定時間を時間、分、秒で表示します。 
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3 測定器との接続 
測定を行うには測定器と接続して通信を開始する必要があります。 

 

制御ツールの をクリックします。 

測定器に設定を送信しモニタ状態になります。 

測定器との通信が正常に行えないと、その内容がエラーログに表示されます。 

 

測定器の電源や LAN ケーブルの接続状況、IP アドレスを確認してください。 

 

接続を解除するにはもう一度を クリックします。 

 

測定器との通信が不安定な場合、社内 LAN に接続せずパソコンと測定器間で

独立した LAN 環境で接続してください。 

 

IP アドレスの設定につきま

しては、“第4章3-2 測定器

の接続を確認“を参照してく

ださい。 
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4 モニタ 
モニタを開始すると、モニタオブジェクトの測定データが現在の値で常時更新さ

れます。 

 

4-1 モニタの開始と停止 

T-Y モニタや X-Y モニタは一定のデータ数になると古いデータから消えてゆく

ので、波形を止めて確認するにはモニタを一時的に停止する必要があります。 

 

モニタの停止は制御ツールの をクリックします。 

 

モニタを再開するにはもう一度 をクリックします。 

 

4-2 モニタの注意点 

各モニタオブジェクトは、表示中の各チャンネルのデータを常時演算しながら

描画しているので、パソコンのスペックが低いと描画に遅延が生じる場合があり

ます。 

この時画面下部のステータスバーのアイコンが変化して描画の遅延があること

をユーザに通知します。 

   

 

遅延が発生した場合の対処法 

1. T-Y モニタの表示時間（X 軸スケールの増分や分割数）を減らす 

2. X-Y モニタやスペクトラムのデータ数を減らす 

3. モニタオブジェクトの数を減らす 

4. 各モニタオブジェクトのチャンネル数を減らす 

5. T-Y、X-Y モニタの線を実線に変更する 

6. 拡張チャンネルのチャンネル数を減らす 

 

これらの対処を行っても遅延が発生する場合は、より高速なパソコンを使用して

ください。 
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5 バランス 
バランスを実行すると、現在の値が 0 になるように初期化します。 

 

制御ツールの をクリックするとバランスを実行するダイアログが表示

されます。 

 

測定を行うすべてのチャンネルの名前と現在の値が表示されています。 

名前の横にが表示されているチャンネルが初期化の対象になります。 

ON/OFF の切り替えは切り替える名前を選択しをクリックするかスペースキー

を押します。 

 

[全て選択] ： 全てのチャンネルを初期化の対象にします。 

[全て解除] ： 全てのチャンネルを初期化の対象から外します。 

 

選択されたチャンネルの背景色がデータの値によって変化します。 

黄色 ： 測定器が測定した値が 10～49（μ、mV、℃）の範囲 

赤色 ： 測定器が測定した値が 50（μ、mV、℃）以上 

バランス実行後もどちらかの色で表示される場合は、入力値のバラつきが大き

いかバランスの範囲を超えている状態なので、センサーや結線を確認してくだ

さい。 

 

[バランス実行]ボタンをクリックするとバランスを実行しますが、この時チャンネ

ルを選択していないと確認のダイアログが表示されます。 

 

[OK]ボタンをクリックしてチャンネルを選択してください。 

 

バランスが実行されると選択されたチャンネルの値が初期化されます。 

確認したら[閉じる]ボタンをクリックしてダイアログを閉じてください。 
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電圧入力ユニットのチャンネルは測定器で初期化されません。 

電圧入力ユニットのチャンネルを選択してバランスを実行するとバランスを実行

した際の値の極性を逆にしてチャンネル設定のオフセットに登録します。 

 

 

6 マニュアル測定 
任意のタイミングで測定を一回行います。 

測定条件の設定で測定時間を[任意のタイミングで終了]に設定している場合、

手動で測定を終了するまで測定を続行します。 

 

 測定開始 

制御ツールの をクリックします。 

マニュアル測定が実行され、ステータスバーが変更されます。 

 

 

 

 

 測定終了 

制御ツールの をクリックします。 

確認メッセージが表示されるので[はい]をクリックします。 

 

マニュアル測定が終了し、ステータスバーが変更されます。 

 

 

 

 

 

 

 

測定時間の設定につきまし

ては、“第 4 章 4-2 測定時

間”を参照してください。 
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ピークリセットを自動で行う

方法につきましては、“第 4

章 4-3 ピークリセット”を参

照してください。 

7 ピークリセット 
現在のピーク値とバレー値を手動でリセットします。 

 

制御ツールの をクリックします。 

確認メッセージが表示されるので[はい]ボタンをクリックするとリセットされます。 

 

 

 動作例 

リセット前 

 

リセット後 
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8 モニタリセット 
T-Y モニタ、X-Y モニタの表示データを削除します。 

 

制御ツールの をクリックします。 

確認メッセージが表示されるので[はい]ボタンをクリックするとリセットされます。 

 

 

 動作例 

リセット前 

 

リセット後 
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9 アラームの表示 
モニタを実行中にアラーム条件を満たしたチャンネルをリスト表示することがで

きます。 

また、同時にパソコンからアラーム音を発生させることができます。 

 

モニタを停止しているとアラームの判定は行われません。 

 

9-1 アラームパネルの表示 

アラーム条件を満たしたチャンネルのリスト表示やアラーム音を発生させるには、

アラームパネルを表示しておきます。 

 

[制御]メニューから[アラームパネル表示]を選択するとアラームパネルが表示さ

れます。 

 

モニタを実行中にアラーム条件を満たしたチャンネルがアラームパネルに表示

されます。 

 

[ ]の中には判定の状況が表示されます。 

UP : 上限値を超えた 

DOWN ： 下限値を下回った 

UP/DOWN ： 上限値を超え、さらに下限値を下回った 
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9-2 アラームパネルの設定 

アラーム音の発生方法などの設定を行います。 

 

アラームパネルの動作の設定を変更するには[設定...]ボタンをクリックします。 

 

設定項目 

[アラーム音を出す] 

 ： アラーム条件を満たしたチャンネルがあるとパソコンのアラ

ーム音を鳴らします。 

 ： 音を鳴らします。 

[サウンドを指定する] 

 ： 指定したサウンドファイルをアラーム音にします。 

[参照...] ： アラーム音に用いる音声ファイル(*.wav)をファイル選択ダ

イアログから指定します。 

[アラームパネルのフォント] 

 ： フォントダイアログからフォントを指定します。 
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アラームの設定は、 

“第4章5-14 アラームのO

N/OFF”を参照してくださ

い。 

9-3 アラームの解除 

アラーム条件を満たしたチャンネルをアラームの判定を行わないように設定しま

す。 

 

アラームを解除するチャンネルをアラームパネルから選択します。 

 

[解除]ボタンをクリックすると選択したチャンネルのアラームが解除されます。 

 

解除されたチャンネルはチャンネル、拡張チャンネルの設定画面でアラームが

無効に変更されます。 

 

再び、アラームの判定を有効にするには ON/OFF の項目をに設定してくだ

さい。 
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出力する校正値の設定は、 

“第4章7-4 校正値”を参照

してください。 

10 電圧出力の校正 
電圧出力ユニット(TMR-341)から校正値（キャリブレーション）を出力します。 

 

 

[制御]メニューから[キャル出力...]を選択します。 

 

測定中はキャル出力ダイアログを表示することができません。 

キャル出力ダイアログを表示中はモニタを停止します。 

 

[+ キャル] ： 正の校正値（キャリブレーション）を出力します。 

[0 キャル] ： 0 mV の校正値（キャリブレーション）を出力します。 

[- キャル] ： 負の校正値（キャリブレーション）を出力します。 
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11 自動復帰 
パソコンには起動中に電源が落ちた場合、BIOS 設定により電源回復後に自動

で起動する機能が搭載されている機種があります。 

 

本ソフトウェアは測定中にパソコンの電源が落ちて再起動すると、自動で測定

が再開されます。 

この場合、電源が落ちる瞬間までの測定データはパソコンへ保存されますが、

電源が落ちている最中の測定データは記録されません。 

ただし、電源が瞬断されるとキャッシュのデータが正常に保存されないこともあり

ますので、市販の無停電装置と無停電装置に付属されているシャットダウンツ

ールの併用をおすすめします。 

 

パソコンが起動しても OS へログインされないと本ソフトウェアは起動しませんの
で、自動復帰機能を用いる場合にはログインアカウントを一つにし、OS のパス
ワードを無効にしてください。 
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この章では、各ファイルの印刷方法について解説いたします。 

 

1 プリンター、用紙を選択する 
印刷を開始する前に、使用するプリンターと用紙を設定します。 

[ファイル]メニューの[プリンターの設定...]を選択するとプリンターの設定を行う

ダイアログが表示されます。 

 

使用するプリンター、用紙のサイズ、向きを設定し[OK]ボタンをクリックします。 

 

2 印刷形式を設定する 
印刷を行う時の条件を設定するのは[ファイル]メニューの[印刷オプション...]を

選択するとダイアログが表示されます。 

 

設定項目 

[ページの印刷順] 

 ： 設定画面の表は、用紙の大きさと向きに合わせて１枚に印

刷する範囲が決まります。１ページに収まることのできない

設定画面の印刷する順番を設定します。 

①

②

③

④

上から下

①

③

②

④

左から右  

[用紙サイズで印刷] 

 ： 指定した用紙サイズに合わせてグラフシートを印刷する 

ことが可能になります。 
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グラフシートは作図エリアのロック状態と用紙の大きさによって、印刷が異なりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用紙のサイズに合わせてグラフのオブジェクトを配置する時、オブジェクトのプ

ロパティで[大きさの自動調整]が OFF の場合、オブジェクトの一部が印刷領域

からはみ出す場合があります。 

 

設定後、[OK]ボタンをクリックします。 

 

作図エリア 
用紙サイズ

で印刷 

指定した用紙サイズ

より作図エリアが 

小さい 

指定した用紙サイズ

より作図エリアが 

大きい 

ロック状態 

ON 
そのままの大きさで 

印刷 

縦横等倍縮小で 

パーツ配置を調節し 

印刷 

OFF 
複数枚に分けて 

印刷 

フリー状態 

ON 
用紙サイズに合わせてパーツ配置を調節し

印刷 

OFF 
そのままの大きさで 

印刷 

複数枚に分けて 

印刷 
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3 印刷する 
印刷を行う前に、印刷対象となるウィンドウを選択しておきます。 

設定画面の場合は印刷を行う項目（環境設定/測定条件/チャンネル/拡張チ

ャンネル）を表示します。 

 

[ファイル]メニューから[印刷...]を選択すると、印刷範囲を設定するダイアログが

表示されます。 

 

設定項目 

印刷範囲 ： 印刷を行うページ番号を設定します。 

すべてを選択すると全ページを印刷します。 

 

設定後、[OK]ボタンをクリックします。 

 

4 印刷前に確認する 
用紙に印刷する前に画面で確認するには[ファイル]メニューから[印刷プレビュ

ー]を選択します。 

設定されている用紙サイズや印刷オプションに従って画面上に印刷のイメージ

が表示されます。 

 

 

モニタ中や測定中にグラフシートの印刷プレビューを行うと画面がチラついたり
動作が遅くなったりすることがあります。モニタ中の印刷プレビューはお控えく

ださい。 

 
 

 
 



 

 

 



 

計測データ編集ソフトウェア 
RD-7300-E 
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この章では、本ソフトウェアの基本仕様および画面各部の機能説明について解

説いたします。 

 

1 基本仕様 
RD-7300-Eは RD-7300で収録した測定データの確認と、テキスト変換などの

データ処理を行うことを目的としたソフトウェアです。 

 

◼ データファイル一覧 

データファイルが記録されたフォルダーのすべてのデータファイルを一覧表

示します。 

この一覧表示から任意に選択した複数のデータファイルに対して以下の処

理を行います。 

 ファイルの表示 ファイルを読み込み、データ表示などのファイル処理

を行います。 

 ファイル名の変更 ファイル名を同時に変更します。 

通し番号を付加することが可能です。 

 ファイルの移動 別のフォルダーに移動します。 

現在表示しているフォルダーからは削除されます。 

 テキスト変換 CSV形式のテキストファイルに変換します。 

保存形式 標準 CSV形式、DRA-7610CSV形式です。 

分割 指定したデータ数でテキストファイルを分割します。 

間引き 指定したデータ数を間引いて変換します。 

 ファイルの結合 選択している複数のファイルを一つのファイルに結合

します。 

条件 チャンネル数が同じ、サンプルクロックが同じ、結合し

た結果チャンネル当たりのデータ数が 1,073,741,824

以下です。 
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◼ データ編集 

データファイルごとに測定データを表示し、以下の処理を行います。 

 チャンネル設定 チャンネルごとの名前、係数、オフセット、単位、フォ

ーマットを再設定します。 

 拡張チャンネル チャンネルデータを演算して別のデータを作成しま

す。 

点数 最大 1000チャンネル 

名前 拡張チャンネルに名前を設定します。 

関数 四則演算、チャンネル間の演算、ロゼットの演算など

を設定します。 

単位 物理量の単位を設定します。 

フォーマット 表示形式を設定します。 

 データリスト すべてのデータを一覧表示します。 

 グラフリスト チャンネルごとの T-Yグラフを一覧表示します。 

 最大最小検索 データリスト、グラフリストで任意に選択した範囲から

最大値、最小値、平均値、標準偏差を求めて表示し

ます。 

 切り出し データリスト、グラフリストで任意に選択した範囲から

データを切り出し、新しいデータファイルを作成しま

す。 

 間引き 切り出しを行う際に任意に設定したデータ数でデータ

を間引くことが可能です。 

 テキスト変換 CSV形式のテキストファイルに変換します。 

保存形式 標準 CSV形式、DRA-7610CSV形式です。 

分割 指定したデータ数でテキストファイルを分割します。 

間引き 指定したデータ数を間引いて変換します。 

範囲指定 変換を行う範囲を任意に設定します。 

 カーソル表示 グラフリスト上にカーソルを表示して任意に指定した位

置の値を表示します。 

 印刷 データリスト、グラフリストを印刷可能です。 

 



RD-7300-E 

第 8章 仕様 

 8-3 

◼ グラフシート 

グラフシートはデータファイルを基に T-Yグラフ、X-Yグラフ、スペクトルなど

のオブジェクトを複数個表示することができ、グラフシート自体も複数作成す

ることができます。 

 T-Yグラフ X軸を時間軸とし、Y軸に任意のチャンネルを選択し

たグラフを表示します。 

異なるデータファイルのチャンネルを重ねて表示する

ことが可能です。 

 X-Yグラフ X/Y軸共に任意チャネルの組合せで表示します。 

異なるデータファイルのチャンネルを重ねて表示する

ことが可能です。 

 スペクトル 任意に選択したチャンネルのFFT解析を行い、スペク

トルを表示します。 

種類 パワースペクトルか振幅スペクトルを選択します。 

窓関数 矩形、ハミング、ハニングを選択します。 

シフト 0点のずれを以下の方法を選択して除去します。 

DCカット(平均値による除去)、トレンド(１次回帰式に

よる除去) 

データ数 任意に指定した範囲で最大 16,777,216個（224）のデ

ータを処理することが可能です。 

表示項目 振幅またはパワーの大きい順に指定した個数の値を

表示することが可能です。 

0～20の範囲で指定します。 

 ラベル ウィンドウ内に任意の文字列を表示することが可能で

す。 

 保存 グラフシートをファイルとして保存することが可能で

す。 

 テキスト保存 T-Yグラフ、X-Y グラフ、スペクトルに表示しているデ

ータを CSV形式のテキストファイルに出力することが

可能です。 

 グラフのコピー グラフシートの内容を画像としてコピーし、他のソフトウ

ェアに貼り付けることが可能です。 

 画像の保存 グラフシートの内容を画像としてファイルに出力するこ

とが可能です。 

ファイル形式 ビットマップ、拡張メタファイル、PNGです。 

 印刷 ウィンドウの内容を印刷することが可能です。 
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2 ソフト画面各部の説明 
 

2-1 メイン画面 

本ソフトウェアを起動した際に表示される画面です。 

初期状態ではドキュメント内にある RD-7300 フォルダーが選択されています。 

 

 

2-2 データファイル一覧 

データファイルを管理する画面です。  

 

 

2-3 データ編集 

データファイルに記録されている測定データとチャンネルの情報を表示・編集

する画面です。 
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2-4 グラフシート 

データファイルに記録されている任意のチャンネルのデータをグラフとして表示

する画面です。 

 

 

① グラフツール プロパティの表示やスケールの変更を選択しているオ

ブジェクトを操作するためのボタンが表示されます。 

② プロパティパネル 選択しているオブジェクトの設定内容の表示、変更を

行います。 

 

 

② ① 
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この章では、本ソフトウェアで作成されるアイコンの説明および本ソフトウェアの

起動と終了操作について解説いたします。 

 

1 本ソフトウェアのアイコン 
本ソフトウェアに関連するアイコンは、次の 2 種類になります。 

 

 本ソフトウェアプログラムアイコン 

本ソフトウェアプログラムのアイコンです。 

 

 グラフシートアイコン 

グラフシートを保存したファイルのアイコンです。 
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2 本ソフトウェアの起動 
プログラムの起動は、下図のように Windows の[スタート]メニューから-[Visual 

LOG]-[RD-7300-E(編集)]をクリックします。 

 

本ソフトウェアで保存したグラフシートをダブルクリックすることでも起動します。 
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3 本ソフトウェアの終了 
本ソフトウェアの終了や中断は[ファイル]メニューの[終了]を選択して行いま

す。 

保存されたグラフシートに何らかの変更がされていると、そのシートの保存を確

認するダイアログが表示されます。 

 

 

4 バージョンの確認 
本ソフトウェアのバージョン確認は[ヘルプ]メニューの[バージョン情報...]を選択

します。 
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この章では RD-7300で記録されたデータファイルの管理方法と複数のデータ

ファイルを一括で処理する方法について解説いたします。 

 

1 データファイル一覧 
データファイルの一覧はデータファイルが記録されているフォルダーごとに表示

されます。 

表示できるデータファイルの数は最大 5万ファイルになります。 

 

データファイルの一覧では以下の項目を表示しています。 

[ファイル名] ： データファイルの名前 

1文字目は測定方法を表しています。 

M：マニュアル測定 

2文字目以降は測定を開始した年月日時分秒です。 

[データセット] ： 基本はファイル名と同じですが、名前を変更することはで

きません。 

また、測定時間を設定せずに測定し自動的に分割された

データファイルは同じデータセットになります。 

[測定日時] ： 測定を開始した日時です。 

[測定時間] ： 測定を行った時間を時間:分:秒で表示します。 

[チャンネル数] ： 測定器で測定を行ったチャンネル数です。 

[サンプリング速度] 

 ： 測定データの測定間隔です。 
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1-1 フォルダーを開く 

データファイル一覧を表示するにはデータファイルが記録されているフォルダ

ーを指定します。 

フォルダーの指定は本ソフトウェアを起動した際に表示されるフォルダー選択

のダイアログで行います。 

このダイアログはメニューの[ファイル]から[フォルダーを開く]またはツールバー

の をクリックし、表示することができます。 

 

 

初期状態ではドキュメント内にある RD-7300 フォルダーが選択されています。 

データファイルの一覧を表示したいフォルダーを選択してください。そのフォル

ダーにデータファイルが記録されていると[OK]ボタンをクリックすることができま

す。 

 

1-2 タスクについて 

データファイル一覧ウィンドウの右側には[タスク]が表示されています。 

[タスク]からデータファイル一覧で選択されているデータファイルに対して様々

な処理が行えます。 

[タスク]表示を消したい場合は右上に表示されている ボタンをクリックします。 

 

再び表示するには右端の[タスク]の上にマウスカーソルを移動します。 

 

1-3 一覧の更新 

RD-7300フォルダーを表示後にRD-7300で測定を行うと、フォルダー内にはデ

ータファイルが作成されますが、データファイル一覧は自動的には更新されず、

新しいデータファイルは表示されません。 

データファイル一覧表示後にフォルダーに追加されたデータファイルを一覧に

反映させるには、[タスク]に表示されている[最新の情報に更新...]をクリックしま

す。 
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2 測定データを表示 
データファイル一覧に表示されている測定データファイルを個別に表示するこ

とができます。 

表示したい測定データファイルをデータファイル一覧で選択し[タスク]に表示さ

れている[測定データを表示]をクリックします。 

 

データ数が多い場合は読み込みに時間がかかるので進行状況を表すダイアロ

グが表示されます。 

 

読み込みが終了すると測定データファイルが表示されます。 

 

データファイルの処理につ

きましては“第11章 データ

編集”を参照してください。 
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3 ファイル名の変更 
データファイルの名前は測定方法と測定開始日時で決められていますが、任

意の名前に変更することができます。 

ファイル名を変更したいデータファイルをデータファイル一覧で選択し[タスク]

に表示されている[ファイル名の変更...]をクリックします。 

 

ファイル名を変更するためのダイアログが表示されるので、先頭文字、開始番

号、末尾文字を入力し、[OK]ボタンをクリックします。 

 

選択されているデータファイルが 1個の場合は開始番号を省略できます。 

開始番号の先頭に 0 を付けると、付加される連番はその文字数になるように 0

が先頭に付きます。 
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4 ファイルの移動 
データファイル一覧に表示できるデータファイルの数は最大５万ファイルです。 

RD-7300はデータファイルを所定のRD-7300フォルダーに記録しますが、その

まま記録を続けるとフォルダー内のファイル数が多くなり動作が遅くなる場合が

あります。 

動作の遅れを緩和したり、試験ごとにデータファイルを分類したりするためにデ

ータファイルの移動を行うことができます。 

移動を行うデータファイルをデータファイル一覧で選択し[タスク]に表示されて

いる[ファイルの移動...]をクリックします。 

 

移動先のフォルダーを選択するためのダイアログが表示されます。 

 

データファイルを移動するフォルダーを選択し、[OK]ボタンをクリックします。 

新しいフォルダーに移動する場合は、フォルダーを作成する場所を選択して

[新しいフォルダーの作成]ボタンをクリックし、フォルダーの名前を入力します。 

移動先に同じ名前のデータファイルが存在する場合は移動を中止します。 

データファイルの移動が完了すると移動先のフォルダーを開き、新しいデータ

ファイル一覧を表示するかを確認するダイアログが表示されます。 
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[はい]を選択すると移動先のデータファイル一覧が表示されます。 

 

移動元のフォルダーからは移動したデータファイルが削除されているので、元

のデータファイル一覧には表示されなくなります。 
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5 データファイルの変換 
測定データを他のソフトウェアで処理する場合は、データファイルをテキストファ

イルに変換して処理します。 

データファイル一覧では複数のデーファイルを一括して変換することができま

す。 

テキストファイルに変換したいデータファイルをデータファイル一覧で選択し[タ

スク]に表示されている[データファイルの変換...]をクリックします。 

 

データファイルを変換するためのダイアログが表示されます。 

 

設定項目 

[フォルダー選択] ： テキストファイルの保存先を選択します。 

 

[標準 CSV 形式] ： カンマ区切りで測定データを変換します。 

本ソフトウェアでデータファイルのデータリストを表示した時

と同様の形式になります。 
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[DRA-7610 CSV 形式] 

 ： 当社製 FFT 解析処理ソフトウェア DFA-7610 で読み込

めるテキストファイルになります。 

データファイルは DFA-7610 の[DADiSPデータの表示]で直接読み込むことが

できますが、データファイルには拡張チャンネルが記録されていないので、

DFA-7610 では拡張チャンネルのデータが表示されません。 

拡張チャンネルのデータを表示させる場合は[DRA-7610 CSV 形式]で変換し

てください。 

 

[データ数で分割] ： テキストファイルを処理するソフトウェアに行数(チャンネル

当たりのデータ数)に制限がある場合に使用します。 

指定したデータ数でテキストファイルが分割されます。 

[間引き] ： データをチャンネルごとに指定した個数で間引いて変換を

行います。 

 

設定を確認し[OK]ボタンをクリックすると進行状況を表すダイアログが表示され

ます。 

 

テキストファイルのファイル名は、データファイルのファイル名と同じになり拡張

子が .CSV になります。 

また、分割される場合はファイル名の後ろに_N１、_N2の様に通し番号が付加さ

れます。 

 

変換先に同じ名前のテキストファイルが存在すると上書き保存されます。 
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6 データファイルの結合 
RD-7300で測定時間を設定せずに測定を行った場合、長時間の測定を行うと

複数のデータファイルに分割される場合があります。 

データファイルの境目のデータを続けて作図を行うなどの処理を行う場合は、

データファイルを結合し新しいデータファイルを作成します。 

一つのファイルに結合したいデータファイルをデータファイル一覧で選択し[タ

スク]に表示されている[データファイルの結合...]をクリックします。 

 

データファイルを結合するため条件が表示されます。 

 

ファイルを結合できる条件は以下の三つになります。 

・選択したデータファイルのチャンネル数が同じ 

・選択したデータファイルのサンプリング速度が同じ 

・結合後のチャンネル当たりのデータ数が 1,073,741,824以下 

また、拡張チャンネルの設定がある場合は先頭のデータファイルの設定が有効

になります。 

[はい]ボタンをクリックすると条件のチェックを行い、条件を満たしていると結合

したデータファイルの記録先を指定するダイアログが表示されます。 
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保存先とファイル名を設定して[保存]ボタンをクリックします。 

結合前のデータファイルと同じフォルダーに保存した場合は、[最新の情報に

更新...]をクリックするとデータファイル一覧に結合したデータファイルが表示さ

れます。 

 



第11章 データ編集 
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この章では RD-7300で記録されたデータファイルを処理する方法について解

説いたします。 

 

1 データファイル 
データファイルは RD-7300で測定したデータを記録したファイルです。 

記録されているデータは測定器で測定した生のデータなので、係数の変更、拡

張チャンネルの再設定、測定データの再計算などのデータの変更を行うことが

できます。 

また、範囲を指定してのテキスト変換やデータの切り出しなどの編集を行うこと

ができます。 

 

 

1-1 タスクについて 

データファイルウィンドウの右側には[タスク]が表示されています。 

[タスク]から表示の切り替えやデータの編集が行えます。 

[タスク]表示を消したい場合は右上に表示されている ボタンをクリックします。 

 

再び表示するには右端の[タスク]の上にマウスカーソルを移動します。 
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1-2 表示の切り替え 

データファイルのウィンドウは表示内容を以下の 3通りに変更することができま

す。 

・チャンネル設定 

チャンネル、拡張チャンネルの設定を行います。 

・データリスト 

測定値の一覧を表示します。 

・グラフリスト 

チャンネルごとの T-Yグラフをリスト表示します。 

 

表示の切り替えは[タスク]に表示される[表示]から表示する項目をクリックしま

す。 
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2 チャンネル設定 
チャンネル、拡張チャンネルの設定を行います。 

 

 

2-1 チャンネルを設定する 

チャンネルでは、データファイルに記録されているチャンネルの情報を設定しま

す。 

 

設定項目 

[名前] ： チャンネルの名称を設定します。 

[係数] ： チャンネルごとの係数を設定します。 

[オフセット] ： 測定値に加算する補正値を設定します。 

測定値として表示される値は、「測定データ×係数＋オフセット」となります。 

 

係数またはオフセットを編集した場合は[タスク]に表示されている[再計算]をク

リックしてください。 
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[単位] ： チャンネルの単位を設定します。 

単位は直接入力するかメニューから選択して設定すること

ができます。 

直接入力する際に cm2 などの上付き文字を入力には、上

付き文字にする部分を選択し、右クリックして表示されるメ

ニューから[上付き]を選択します。 

 

  元に戻す時は[標準]を選択します。 

メニューから選択する場合は、右クリックして表示されるメ

ニューから[単位]を選択し表示される単位を選択します。 

 

⚫ 単位の拡張 

任意の単位を登録し、メニューから選択することもできます。 

 

単位の項目上で右クリックしてメニューを表示します。 

[単位]から[編集...]をクリックして[単位の拡張]ウィンドウを表示します。 

 

未記入の項目、または修正する項目を選択して単位の編集をします。 

[OK]ボタンをクリックして[単位の拡張]ウィンドウを閉じます。 

 

単位の項目上で右クリックしてメニューを表示すると登録した単位が表示さ

れます。 

[単位]から登録した単位を選択します。 

 



RD-7300-E 

第 11章 データ編集 

 11-5 

 

[フォーマット] ： 表示形式を小数点以下の桁数または指数で設定します。 

編集する項目の をクリックしてメニューを表示します。 

設定する内容を選択します。 
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2-2 拡張チャンネルを設定する 

任意に設定した演算式に基づいて拡張チャンネルを定義します。 

拡張チャンネルの演算結果は通常のチャンネルと同様に扱うことができます。 

拡張チャンネルの最大チャンネル数は 1000点です。 

初期状態では、RD-7300で測定を行う際に設定していた拡張チャンネルがデ

ータファイルの拡張チャンネルに設定されています。 

 

設定項目 

[名前] ： チャンネルの名称を設定します。 

[関数] ： チャンネルの演算式を設定します。 

編集する項目を選択し、編集内容を入力します。 

 

⚫ 関数パネルから関数を挿入 

関数パネルから使用する関数を選択して挿入することもできます。 

[タスク]に表示される[関数パネル表示]をクリックすると関数パネルが表示さ

れます。 

 

関数パネルが表示されます。 

 

関数パネルから関数を選択します。 
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[関数の挿入]ボタンをクリックします。 

 

引数を入力します。 

 

チャンネルを指定する場合はCHとチャンネル番号(CH1,CH2など)で入力し、

拡張チャンネルを指定する場合は NO と拡張チャンネル番号(NO1,NO2な

ど)で入力します。 

[チェック]ボタンをクリックして式を確認します。 

 

[適用]ボタンをクリックして編集内容を確定します。 

 

 

関数を編集した場合は[タスク]に表示されている[再計算]をクリックしてくださ

い。 

 

[単位] ： チャンネルの単位を設定します。 

単位は直接入力するかメニューから選択して設定すること

ができます。 

 

単位の拡張につきまして

は、“第 11 章 2-1 チャンネ

ルを設定する” を参照して

ください。 
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[フォーマット] ： 表示形式を小数点以下の桁数または指数で設定します。 

編集する項目の をクリックしてメニューを表示します。 

設定する内容を選択します。 
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2-3 テキスト保存 

設定内容をテキストファイルに保存することができます。 

チャンネルの設定と拡張チャンネルの設定が一つのファイルに記録されます。 

テキストファイルへの保存は[タスク]に表示されている[テキスト保存]をクリックし

てください。 

 

テキストファイルの保存先を設定するダイアログが表示されます。 

 

保存先とファイル名を設定します。 

ファイルの種類は 2通りから選択できます。 

 

[CSV ファイル] ： カンマ区切りのテキストファイル 

[テキストファイル] ： タブ区切りのテキストファイル 

 

設定を確認して[保存]ボタンをクリックします。 
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3 データリスト 
チャンネルごとの測定値と最大値、最小値、平均値を一覧表で表示します。 

 

3-1 テキスト保存 

データリストでは範囲の指定、間引きなどを指定して測定値をテキストファイル

に保存することができます。 

範囲を指定する場合は、データリスト上で範囲を選択しておきます。 

 

テキストファイルへの保存は[タスク]に表示されている[テキスト保存]をクリックし

てください。 
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テキストファイルへの保存を行う際の条件を設定するダイアログが表示されま

す。 

 

設定項目 

[データ数で分割] ： テキストファイルを処理するソフトウェアに行数(チャンネル

当たりのデータ数)に制限がある場合に使用します。 

指定したデータ数でテキストファイルが分割されます。 

[範囲をステップで指定] 

 ： 保存する範囲をステップ(データリストの左端列)数で指定

します。 

 [選択範囲をステップに設定] 

 ： クリックするとデータリストで選択されている範囲がステップ

に設定されます。 

 

[間引き] ： データをチャンネルごとに指定した個数で間引いて保存を

行います。 

[標準 CSV 形式] ： カンマ区切りで測定データを保存します。 

データリスト同様の形式になります。 

[DRA-7610 CSV 形式] 

 ： 当社製 FFT解析処理ソフトウェア DFA-7610 で読み込め

るテキストファイルになります。 

 

データファイルは DFA-7610の[DADiSPデータの表示]で直接読み込むことが

できますが、データファイルには拡張チャンネルが記録されていないので、

DFA-7610では拡張チャンネルのデータが表示されません。 

拡張チャンネルのデータを表示させる場合は[DRA-7610 CSV 形式]で変換し

てください。 
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設定を確認し[OK]ボタンをクリックするとテキストファイルの保存先を設定するダ

イアログが表示されます。 

 

ファイル名にはデータファイルと同じ名前が設定されています。 

保存先とファイル名を設定し[保存]ボタンをクリックします。 

進行状況を表すダイアログが表示されます。 

 

分割される場合はファイル名の後ろに_N１、_N2の様に通し番号が付加されま

す。 

変換先に同じ名前のテキストファイルが存在すると上書き保存されます。 
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3-2 最大最小検索 

指定した範囲内のデータからチャンネルごとに最大値、最小値を検索し、その

位置と値を表示します。 

範囲指定がない場合は全データから検索を行います。 

 

最大値最小値の検索は[タスク]に表示されている[最大最小検索]をクリックして

ください。 

 

検索結果は数値の背景が色分けで表示され、青色が最大値、赤色が最小値

になります。 

 

検索結果を消去するには[タスク]に表示されている[最大最小消去]をクリックし

てください。 
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4 グラフリスト 
チャンネルごとの T-Yグラフをリスト表示します。 

最大値、最小値、平均値も表示します。 

 

4-1 範囲の選択 

グラフリストでテキスト変換やカーソル表示を行う際に、グラフ上で範囲の選択を

行う必要があります。 

範囲の選択はどれか一つのグラフ内のデータ部分をドラッグします。 

 

すべてのグラフが同じ範囲で選択されます。 

選択範囲を変更するには選択範囲の四隅に表示されている■をポインタでドラ

ッグします。 
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4-2 テキスト保存 

グラフリストでは範囲の指定、間引きなどを指定して測定値をテキストファイルに

保存することができます。 

範囲を指定する場合は、グラフリスト上で範囲を選択しておきます。 

 

テキストファイルへの保存は[タスク]に表示されている[テキスト保存]をクリックし

てください。 

 

テキストファイルへの保存を行う際の条件を設定するダイアログが表示されま

す。 

 

ダイアログの設定項目の説明や以後の操作方法につきましては、データリスト

のテキスト保存と同じなので“第 11章 3-1 テキスト保存”を参照してください。 
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4-3 座標軸 

グラフリストの座標軸を変更することができます。 

[タスク]に表示されている[座標軸]をクリックすると、座標軸を設定するダイアロ

グが表示されます。 

 

X軸の座標軸を変更する場合には X軸のタブを、Y軸の座標軸を変更する場

合には Y軸のタブを、それぞれクリックします。 

スケールおよび目盛間隔はチャンネルごとに設定できます。 

 

設定項目 

[自動スケール] ： 自動スケールの ON/OFF を設定します。 

[左端値] ： 自動スケールでない時のグラフの左端の値を設定します。 

[右端値] ： 自動スケールでない時のグラフの右端の値を設定します。 

[上端値] ： 自動スケールでない時のグラフの上端の値を設定します。 

[下端値] ： 自動スケールでない時のグラフの下端の値を設定します。 

[目盛間隔] ： 自動スケールでない時のグラフの目盛の間隔を設定しま

す。 

[目盛表示] 

[非表示] ： スケールを表示しません。 

[Fixed] ： 数値で表示します。 

[Float] ： 指数で表示します。 

[フォント...] ： 表示している軸のフォントを指定します。 

フォントを指定するダイアログが表示されます。 

 

  フォントの種類やサイズを指定して[OK]ボタンをクリックしま

す。 

上限値、下限値、目盛り間隔を変更すると自動スケールは OFFになります。 

設定を確認し[OK]ボタンをクリックします。グラフリストが更新されます。 
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4-4 X軸の拡大 

X軸のスケールをマウスの操作で拡大または縮小することができます。 

[タスク]に表示されている[X 軸の拡大]をクリックします。 

 

が表示されます。 

 

この状態で拡大、縮小表示したいグラフのデータ部分をドラッグします。 

 

マウスボタンを離すと選択した部分が拡大表示されます。 

 

きりの良いスケールに調整されるので必ずしも選択した部分だけが拡大、縮小

される分けではありません。 

マウスのセンターホイールを回転させると X軸のスケールが自動的に拡大、縮

小します。 

 

拡大、縮小をやめる時はもう一度、[X軸の拡大]をクリックします。 

元の表示に戻す時は[座標軸のリセット]をクリックします。 

 

センターホイールとはマウ

スボタンの間にある回転体

のことです。 
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4-5 X軸の移動 

X軸のスケールをマウスの操作で左右に移動することができます。 

[タスク]に表示されている[X 軸の移動]をクリックします。 

 

が表示されます。 

 

この状態でグラフのデータ部分を左右にドラッグします。 

 

 

グラフの表示領域が左右に移動します。 

マウスのセンターホイールを回転させてもグラフの表示領域が左右に移動しま

す。 

 

移動をやめる時はもう一度、[X軸の移動]をクリックします。 

元の表示に戻す時は[座標軸のリセット]をクリックします。 

 

4-6 座標軸のリセット 

座標軸を測定値と測定時間に合わせて自動調整します。 

[タスク]に表示されている[座標軸のリセット]をクリックします。 

 

座標軸が調整されて再描画されます。 

 

 

センターホイールとはマウ

スボタンの間にある回転体

のことです。 
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4-7 カーソル情報表示 

グラフリスト上で範囲選択を行う時に選択範囲の左端(カーソル 1)、右端(カーソ

ル 2）をカーソルとし、その位置の経過時間と測定値を表示し、カーソル２の値

からカーソル１の値を引いた値も表示します。 

カーソルの表示は[タスク]に表示されている[カーソル情報表示]をクリックしま

す。 

 

グラフリストに 3列目が追加されカーソルの情報が表示されます。 

 

キーボードの←→キーでカーソル 1 を↑↓キーでカーソル 2 を移動することが

できます。 

カーソル情報を消すにはもう一度、[カーソル情報表示]をクリックします。 
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4-8 最大最小検索 

指定した範囲内のデータからチャンネルごとに最大値、最小値を検索し、その

位置と値、平均値、標準偏差を表示します。 

範囲指定がない場合は全データから検索を行います。 

 

最大値最小値の検索は[タスク]に表示されている[最大最小検索]をクリックして

ください。 

 

検索結果はグラフ上に 2本の線が表示され、青色が最大値、赤色が最小値に

なります。 

またグラフリストの 3列目にカーソルの情報が表示され、4列目に最大値、最小

値、平均値、標準偏差の情報が表示されます 

 

検索結果を消去するには[タスク]に表示されている[最大最小消去]をクリックし

てください。 
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5 切り出しと間引き 
測定値の中で必要な部分だけを切り出して新しいデータファイルを作成しま

す。 

また、切り出しと同時に測定値の間引きを行い、データ数を削減することができ

ます。 

 

切り出しを行う範囲を選択しておきます。 

 

 

間引きだけを行う場合は範囲の選択を行う必要はありません。 

[タスク]に表示されている[切り出しと間引き...]をクリックします。 
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切り出し範囲と間引きの設定を行うダイアログが表示されます。 

 

設定項目 

[範囲] ： 切り出しを行う範囲をステップ(データリストの左端列)数で

指定します。 

グラフリスト、データリストで範囲が選択されているとその範

囲が設定されています。 

[間引き] ： データをチャンネルごとに指定した個数で間引いて切り出

しを行います。 

 

設定を確認して[OK]ボタンをクリックします。 

新しいデータファイルのウィンドウが表示されます。 

 

新しいデータファイルを保存するには[ファイル]メニューから[名前を付けて保

存...]を選択します。 

 

保存先とファイル名を設定するダイアログが表示されます。 

設定を確認して[保存]ボタンをクリックします。

 



第12章 グラフシート 
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この章では RD-7300 で記録されたデータファイルをグラフで表示する方法につ

いて解説いたします。 

 

1 グラフシートについて 
グラフシートはデータファイルを基に T-Y グラフ、X-Y グラフ、スペクトルなどの

オブジェクトを複数個表示することができるウィンドウです。 

 

1-1 グラフの表示 

グラフの表示には、データファイルから新規にグラフシートを作成する場合と、

表示中のグラフシートに追加する場合の 2 通りの表示方法があります。 

 

 データファイルから新規に作成 

データ一覧からデータファイルを表示します。 

 

データファイルが最前面の状態で、ツールバーから表示するグラフをクリックし

ます。 

 

データファイルの表示につ

きましては、“第10章 2 測

定データを表示” を参照し

てください。 
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作図データを選択するダイアログが表示されるので、作図線を設定します。 

 

[OK]ボタンをクリックすると、選択したグラフを含めたグラフシートが新規に作成

されます。 

 

T-Yグラフにつきましては 

“第12章2 T-Yグラフ”、 

X-Yグラフにつきましては 

“第12章3 X-Yグラフ”、 

スペクトラムにつきまして

は“第 12 章 4 スペクトル”

を参照してください。 
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 グラフシートに追加 

追加先のグラフシートを最前面にします。 

 

ツールバーから追加するグラフをクリックします。 

 

作図データを選択するダイアログが表示されるので、作図線を設定します。 

 

[OK]ボタンをクリックすると、グラフが追加されます。 

 

グラフのレイアウトを調整します。 

 

グラフのツールバーから をクリックし、レイアウトを固定します。 
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1-2 プロパティパネルの表示 

プロパティパネルではグラフシートや各グラフの設定を変更することができま

す。 

 

 表示方法 1 

グラフシートが最前面の状態で[表示]メニューの[ツールバーとドッキングウィン

ドウ]-[プロパティ]をクリックします。 

 

 表示方法 2 

グラフをクリックし、ツールバーを表示します。 

をクリックします。 

 

表示方法 1 から 2 でプロパティパネルが表示されます。 
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1-3 色の変更 

グラフシートやラベルはプロパティから背景色や文字色を変更することができま

す。 

 

プロパティの色に関する項目から をクリックします。 

 

変更する色を選択します。 

 

その他の色を選択するには[その他...]をクリックします。 

 

カラーを選択するダイアログが表示されるので、色を選択します。 

 

[OK]ボタンをクリックして色を確定します。 
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1-4 作図線の色と種類の変更 

T-Y グラフ、X-Y グラフ、スペクトルはプロパティから作図線の色と種類を変更

することができます。 

 

プロパティの[ラベルと線]から をクリックします。 

 

凡例を設定するダイアログが表示されます。 

 

[種類]の をクリックして作図線の種類を選択します。 

   

[太さ]の をクリックして作図線の太さを選択します。 

   

[色]の をクリックして作図線の色を選択します。 
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[OK]ボタンをクリックして変更を確定します。 

 

 

1-5 フォントの変更 

T-Y グラフ、X-Y グラフ、スペクトルはプロパティからスケールとラベルのフォント

を変更することができます。 

 

プロパティの[フォント]から をクリックします。 

 

フォントを設定するダイアログが表示されます。 

 

フォント名、スタイル、サイズを選択します。 

 

[OK]ボタンをクリックしてフォントを確定します。 
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1-6 グラフスケールの一括設定 

T-Y グラフ、X-Y グラフ、スペクトルはプロパティからスケールを直接入力できま

すが、変更するたびに描画を行うのでデータ数が多いと最終的なスケールを表

示するのに時間がかかります。 

そのため、各グラフにはスケールを一括で設定することができます。 

プロパティの[座標軸...]から をクリックします。 

 

座標軸を設定するダイアログが表示されます。 

 

設定を変更後、[OK]ボタンをクリックして設定内容をグラフへ反映します。 

 

設定項目 

[グラフ様式] ： グラフスケールの表示方法を設定します。 

X-Y 自然数で表示します。 

Log-Log X 軸 Y 軸を対数で表示します。 

LogX-Y X 軸を対数、Y 軸を自然数で表示します。 

X-LogY X 軸を自然数、Y 軸を対数で表示します。 

X 軸スケール 

[自動スケール] ： 有効にすると X 軸スケールを自動で設定します。 

[左端値] ： X 軸スケールの左端の値を設定します。 

[右端値] ： X 軸スケールの右端の値を設定します。 

[目盛間隔] ： X 軸目盛線の増分値を設定します。 

[目盛表示] ： 目盛値の表示方法を設定します。 

非表示 表示しません。 

Fixed 自然数で表示します。 

Float 指数で表示します。 

[X 軸フォント] ： 目盛値のフォントを設定します。 

Y 軸スケール 

[自動スケール] ： 有効にすると Y 軸スケールを自動で設定します。 

[左端値] ： Y 軸スケールの左端の値を設定します。 

[右端値] ： Y 軸スケールの右端の値を設定します。 

[目盛間隔] ： Y 軸目盛線の増分値を設定します。 

[目盛表示] ： 目盛値の表示方法を設定します。 

非表示 表示しません。 

Fixed 自然数で表示します。 

Float 指数で表示します。 

[Y 軸フォント] ： 目盛値のフォントを設定します。 



RD-7300-E 

第 12 章 グラフシート 

 12-9 

1-7 マウスを使用したスケールの変更 

各グラフにはスケールを変更する機能があり、プロパティウィンドウから設定する

他に、マウス操作から設定することもできます。 

 

グラフをクリックするとツールバーが表示されます。 

 

このツールバーから変更する項目をクリックします。 

 

 Y 軸の移動 

をクリックすると Y 軸を移動することができます。 

マウスのセンターホイールを上に、またはドラッグした状態で上に移動すると Y

軸スケールがプラス方向に移動します。 

 

 

 

マウスのセンターホイールを下に、またはドラッグした状態で下に移動すると Y

軸スケールがマイナス方向に移動します。 
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 Y 軸の拡大縮小 

をクリックすると Y 軸を拡大縮小することができます。 

マウスのセンターホイールを上に、またはドラッグした状態で上に移動すると Y

軸スケールが縮小されます。 

 

 

 

マウスのセンターホイールを下に、またはドラッグした状態で下に移動すると Y

軸スケールが拡大されます。 
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 X 軸の移動 

をクリックすると X 軸を移動することができます。 

マウスのセンターホイールを上に、またはドラッグした状態で右に移動すると X

軸スケールがプラス方向に移動します。 

 

 

 

マウスのセンターホイールを下に、またはドラッグした状態で左に移動すると X

軸スケールがマイナス方向に移動します。 
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 X 軸の拡大縮小 

をクリックすると X 軸を拡大縮小することができます。 

マウスのセンターホイールを上に、またはドラッグした状態で左に移動すると X

軸スケールが縮小されます。 

 

 

 

マウスのセンターホイールを下に、またはドラッグした状態で右に移動すると X

軸スケールが拡大されます。 
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 スケールのリセット 

をクリックするとグラフスケールが初期状態にリセットされます。 
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1-8 オブジェクトの複製 

選択したオブジェクトをグラフシート上に複製します。 

 

複製するオブジェクトを選択し[編集]メニューから[複製]を選択します。 

 

選択したオブジェクトが複製されます。 

 

 

1-9 グラフシートの絵をコピー 

最前面に表示されているグラフシートを画像としてコピーすることで、他のソフト

ウェアに貼り付けることができます。 

 

[編集]メニューから[グラフのコピー]を選択して表示されるメニューからコピー形

式を選択します。 

[ビットマップコピー] 

 ： Windows の標準的な画像フォーマットでコピーします。 

多くのソフトウェアが対応しています。 

[ベクターコピー] ： 文字の字体や書式を保持したままコピーします。 

綺麗に印刷することができます。 
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1-10 グラフシートの絵を保存 

最前面に表示されているグラフシートを画像として保存します。 

 

[ファイル]メニューから[絵を保存...]を選択します。 

 

保存先とファイル名を設定します。 

ファイルの種類は 3 通りから選択できます。 

 

[ビットマップファイル] 

 ： Windows の標準的な画像フォーマットです。 

多くのソフトウェアが対応しています。 

[拡張メタファイル] ： 文字の自体や書式を記録しています。 

綺麗に印刷することができます。 

[PNG ファイル] ： 画質を下げずにファイルの容量を小さくできます。 

 

設定を確認して[保存]ボタンをクリックします。 
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1-11 グラフデータのテキスト保存 

グラフに表示している測定値をテキストファイルに保存することができます。 

 

テキスト保存したいグラフを選択します。 

 

[ファイル]メニューから[テキストで保存...]を選択します。 

 

保存先とファイル名を設定します。 

ファイルの種類は 2 通りから選択できます。 

 

[CSV ファイル] ： カンマ区切りのテキストファイル 

[テキストファイル] ： タブ区切りのテキストファイル 

設定を確認して[保存]ボタンをクリックします。 

 

X-Y グラフ、T-Y グラフでは X 軸、Y 軸の順に作図線の本数分繰り返して保存

されます。 

X-Y グラフの場合 
CH1 CH2 CH1 CH3 

×10-6 ×10-6 ×10-6 ×10-6 

13 3032 13 4949 

T-Y グラフの場合 
計測時間 CH1 計測時間 CH2 

SEC ×10-6 SEC ×10-6 

0 13 0 3032 

0.00004 13 0.00004 3032 

スペクトルでは周波数、実数部、虚数部、振幅またはパワーの値が保存されま

す。 
周波数 実数部 虚数部 CH1 

Hz   ×10-6 

0 -0.00012 0 0.000244 

1.525879 0.001568 0.005275 0.011006 
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1-12 グラフシートの保存 

グラフシートはファイルとして保存しておくことができます。 

 

[ファイル]メニューから[上書き保存...]または[名前を付けて保存...]を選択しま

す。 

 

保存方法 

[上書き保存...] ： 初めて保存する時は、グラフの名前を入力および保存場

所の指定を行うダイアログが表示されます。一度保存され

たグラフは前と同じ名前で再保存されます。 

[名前を付けて保存...] 

 ： 常に名前を入力および保存場所の指定を行うダイアログ

が表示されます。 

 

グラフの名前と保存する場所（フォルダー）を指定するダイアログが表示されま

す。 

 

グラフの名前と保存する場所（フォルダー）を指定して[保存]ボタンをクリックしま

す。 

グラフの名前が指定した名前に変わります。 
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2 T-Y グラフ 
X 軸に測定時間、Y 軸に測定データを折れ線グラフで表示します。 

 

ツールバーの をクリックし、作図データを選択するダイアログを表示

します。 

 

設定項目 

[作成] ： 作図ラインの 1 行目を選択する必要があります。 

選択した項目で新しい作図ラインを作成します。 

[削除] ： 作図ラインの 2 行目以降で選択している項目を削除しま

す。 

[更新] ： 作図ラインの 2 行目以降で選択している項目の設定を更

新します。 

 

作図ラインの 1 行目を選択します。 

[参照ファイル]に現在表示中のデータファイルが表示されますので、作図する

ファイルを選択します。 

[Y 軸]にはデータファイルのチャンネルが表示されますので、作図するチャンネ

ルを選択します。 
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[作成]ボタンをクリックして、[作図ライン]に追加します。 

 

他のデータファイルから作図線を追加する場合は、再度[参照ファイル]-[Y

軸]-[作成]を行います。 

 

[OK]ボタンをクリックして T-Y グラフを表示します。 
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 プロパティ 

データ ： をクリックして作図データを選択するダイアログから、グ

ラフ表示するチャンネルを設定します。 

透明な背景 ： をクリックして背景の表示を設定します。 

True 透明 False 不透明 

  

座標軸 ： をクリックして表示される座標軸のダイアログから、スケ

ールを一括設定します。 

Y 軸スケール 

自動 ： Y 軸スケールをデータに合わせて自動設定します。 

True 自動設定/False 任意設定 

Y 軸の上端値 ： Y 軸スケールの上端の値を設定します。 

Y 軸の下端値 ： Y 軸スケールの下端の値を設定します。 

増分 ： Y 軸目盛線の増分値を設定します。 

表示 ： をクリックして Y 軸スケールの値の表示を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

フォント ： をクリックして Y 軸スケールのフォントを設定します。 

X 軸スケール 

自動 ： X 軸スケールをデータに合わせて自動設定します。 

  True 自動設定/False 任意設定 

X 軸の右端値 ： X 軸スケールの右端の値を設定します。 

X 軸の左端値 ： X 軸スケールの左端の値を設定します。 

増分 ： X 軸目盛線の増分値を設定します。 

表示 ： をクリックして X 軸スケールの値の表示を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

フォント ： をクリックして X 軸スケールのフォントを設定します。 

フォントにつきましては、”

第 12 章 1-5 フォントの変

更”を参照してください。 

座標軸のダイアログにつき

ましては、”第 12 章 1-6 グ

ラフスケールの一括設定”

を参照してください。 
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Y 軸のラベル 

自動 ： をクリックして Y 軸ラベルの表示を設定します。 

True 自動設定 False 任意設定 

  

軸ラベル ： Y 軸ラベルを設定します。 

軸の単位 ： Y 軸単位を設定します。 

フォント ： をクリックして Y 軸ラベルのフォントを設定します。 

X 軸のラベル 

自動 ： をクリックして X 軸ラベルの表示を設定します。 

True 自動設定 False 任意設定 

  

軸ラベル ： X 軸ラベルを設定します。 

軸の単位 ： X 軸単位を設定します。 

フォント ： をクリックして X 軸ラベルのフォントを設定します。 

凡例 

自動 ： をクリックして凡例のラベルの表示を設定します。 

True 自動設定 False 任意設定 

  

ラベルと線 ： をクリックして凡例のラベル、線の種類、線の太さ、線の

色を設定します。 

フォント ： をクリックして凡例のフォントを設定します。 

 

 

ラベルと線につきまして

は、“第12章1-4作図線の

色と種類の変更”を参照し

てください。 
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3 X-Y グラフ 
X 軸 Y 軸にそれぞれ設定したチャンネルの測定値を X-Y グラフで表示します。 

 

ツールバーの をクリックし、作図データを選択するダイアログを表示

します。 

 

設定項目 

[作成] ： 作図ラインの 1 行目を選択する必要があります。 

選択した項目で新しい作図ラインを作成します。 

[削除] ： 作図ラインの 2 行目以降で選択している項目を削除しま

す。 

[更新] ： 作図ラインの 2 行目以降で選択している項目の設定を更

新します。 

 

作図ラインの 1 行目を選択します。 

[参照ファイル]に現在表示中のデータファイルが表示されますので、作図する

ファイルを選択します。 

[X 軸]と[Y 軸]にはデータファイルのチャンネルが表示されますので、作図する

チャンネルを選択します。 
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[作成]ボタンをクリックして、[作図ライン]に追加します。 

 

他のデータファイルから作図線を追加する場合は、再度[参照ファイル]-[Y

軸]-[作成]を行います。 

 

[OK]ボタンをクリックして X-Y グラフを表示します。 
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 プロパティ 

データ ： をクリックして作図データを選択するダイアログから、グ

ラフ表示するチャンネルを設定します。 

透明な背景 ： をクリックして背景の表示を設定します。 

True 透明 False 不透明 

  

座標軸 ： をクリックして表示される座標軸のダイアログから、スケ

ールを一括設定します。 

Y 軸スケール 

自動 ： Y 軸スケールをデータに合わせて自動設定します。 

  True 自動設定/False 任意設定 

Y 軸の上端値 ： Y 軸スケールの上端の値を設定します。 

Y 軸の下端値 ： Y 軸スケールの下端の値を設定します。 

増分 ： Y 軸目盛線の増分値を設定します。 

表示 ： をクリックして Y 軸スケールの値の表示を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

フォント ： をクリックして Y 軸スケールのフォントを設定します。 

X 軸スケール 

自動 ： X 軸スケールをデータに合わせて自動設定します。 

  True 自動設定/False 任意設定 

X 軸の右端値 ： X 軸スケールの右端の値を設定します。 

X 軸の左端値 ： X 軸スケールの左端の値を設定します。  

増分 ： X 軸目盛線の増分値を設定します。 

表示 ： をクリックして X 軸スケールの値の表示を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

フォント ： をクリックして X 軸スケールのフォントを設定します。 

座標軸のダイアログにつき

ましては、“第 12 章 1-6 グ

ラフスケールの一括設定”

を参照してください。 

 

フォントにつきましては、 

“第 12 章 1-5 フォントの変

更”を参照してください。 
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Y 軸のラベル 

自動 ： をクリックして Y 軸ラベルの表示を設定します。 

True 自動設定 False 任意設定 

  

軸ラベル ： Y 軸ラベルを設定します。 

軸の単位 ： Y 軸単位を設定します。 

フォント ： をクリックして Y 軸ラベルのフォントを設定します。 

X 軸のラベル 

自動 ： をクリックして X 軸ラベルの表示を設定します。 

True 自動設定 False 任意設定 

  

軸ラベル ： X 軸ラベルを設定します。 

軸の単位 ： X 軸単位を設定します。 

フォント ： をクリックして X 軸ラベルのフォントを設定します。 

凡例 

自動 ： をクリックして凡例のラベルの表示を設定します。 

True 自動設定 False 任意設定 

  

ラベルと線 ： をクリックして凡例のラベル、線の種類、線の太さ、線の

色を設定します。 

フォント ： をクリックして凡例のフォントを設定します。 

 

 

ラベルと線につきまして

は、“第12章1-4作図線の

色と種類の変更”を参照し

てください。 
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4 スペクトル 
任意の 1 チャンネルを選択して、FFT 解析を行いパワースペクトルまたは振幅

スペクトルをグラフで表示します。 

 

ツールバーの をクリックし、スペクトルの設定を表示します。 

 

データファイルから作図するチャンネルを選択し、スペクトルに関する設定をし

ます。 

[OK]ボタンをクリックしてスペクトルグラフを表示します。 

 

 

 プロパティ 

データ ： をクリックしてスペクトルの設定から、グラフ表示するチャ

ンネルとスペクトルに関する設定をします。 

ピーク値マーク ： をクリックしてマークを表示するピーク値の数を設定しま

す。 

ピーク値は降順に指定した個数分表示されます。 

設定範囲は 0～20 まで 

マーク数 1 マーク数 3 

  

透明な背景 ： をクリックして背景の表示を設定します。 

True 透明 False 不透明 

  

座標軸 ： をクリックして表示される座標軸のダイアログから、スケ

ールを一括設定します。 

設定内容につきましては、

“第 12 章 4-1 スペクトルの

設定”を参照してください。 

座標軸のダイアログにつき

ましては、“第 12 章 1-6 グ

ラフスケールの一括設定”

を参照してください。 



RD-7300-E 

第 12 章 グラフシート 

 12-27 

Y 軸スケール 

自動 ： Y 軸スケールをデータに合わせて自動設定します。 

  True 自動設定/False 任意設定 

対数表示 ： をクリックして Y 軸スケールの増分方法を設定します。 

True 対数表示 False 自然数表示 

  

Y 軸の上端値 ： Y 軸スケールの上端の値を設定します。 

Y 軸の下端値 ： Y 軸スケールの下端の値を設定します。 

増分 ： Y 軸目盛線の増分値を設定します。 

表示 ： をクリックして Y 軸スケールの値の表示を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

フォント ： をクリックして Y 軸スケールのフォントを設定します。 

X 軸スケール 

自動 ： X 軸スケールをデータに合わせて自動設定します。 

  True 自動設定/False 任意設定 

X 軸の右端値 ： X 軸スケールの右端の値を設定します。 

X 軸の左端値 ： X 軸スケールの左端の値を設定します。 

増分 ： X 軸目盛線の増分値を設定します。 

表示 ： をクリックして X 軸スケールの値の表示を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

フォント ： をクリックして X 軸スケールのフォントを設定します。 

Y 軸ラベル 

自動 ： をクリックして Y 軸ラベルの表示を設定します。 

True 自動設定 False 任意設定 

  

軸ラベル ： Y 軸ラベルを設定します。 

軸の単位 ： Y 軸単位を設定します。 

フォント ： をクリックして Y 軸ラベルのフォントを設定します。 

フォントにつきましては、 

“第 12 章 1-5 フォントの変

更”を参照してください。 
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X 軸ラベル 

自動 ： をクリックして X 軸ラベルの表示を設定します。 

True 自動設定 False 任意設定 

  

軸ラベル ： X 軸ラベルを設定します。 

軸の単位 ： X 軸単位を設定します。 

フォント ： をクリックして X 軸ラベルのフォントを設定します。 

 

凡例 

自動 ： をクリックして凡例の表示を設定します。 

True 自動設定 False 任意設定 

  

ラベルと線 ： をクリックして凡例のラベル、線の種類、線の太さ、線の

色を設定します。 

フォント ： をクリックして凡例のフォントを設定します。 

 

 

ラベルと線につきまして

は、“第12章1-4作図線の

色と種類の変更”を参照し

てください。 
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4-1 スペクトルの設定 

スペクトルの設定項目の内容です。 

 

設定項目 

[参照ファイル] ： 作図対象のデータファイルを選択します。 

[名前のリスト] ： 作図するチャンネルを選択します。 

[シフト] ： 0 点の移動を除去する方法を設定します。 

[なし]  除去を行いません。 

[DC カット] 平均値で除去します。 

[トレンド]  一時回帰式で除去します。 

[窓関数] ： 窓関数を設定します。 

矩形/ハミング/ハニング 

[種類] ： スペクトルの表示方法を設定します。 

パワースペクトル/振幅スペクトル 

[マークを表示する周波数ピークの数] 

 ： マークを表示するピーク値の数を設定します。 

ピーク値は降順に指定した個数分表示されます。 

設定範囲は 0～20 まで 

マーク数 1 マーク数 3 

  

計算対象データ 

[選択範囲で計算] 

 ： データファイルで範囲選択中のデータを[先頭]、[最大デ

ータ数]へ反映します。 

[データ数が 2 の累乗でない場合] 

 ： [最大データ数]が 2 の累乗でない場合、切り詰めるか 0 を

追加するかを選択します。 
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5 ラベル 
任意のテキストをグラフウィンドウへ表示します。 

 

グラフウィンドウが最前面の状態でツールバーの をクリックし、テキスト

を編集するダイアログを表示します。 

 

任意のテキストを入力します。 

 

[OK]ボタンをクリックしてラベルを表示します。 

 

 

 プロパティ 

データ ： をクリックして表示されるテキストを編集するダイアログか

ら、テキストを設定します。 

透明な背景 ： をクリックして背景の表示を設定します。 

True 透明 False 不透明 

  

90 度回転 ： をクリックしてラベルの表示方法を設定します。 

True90 度回転して表示  False 水平方向に表示 

   

配色 

背景色 ： をクリックして背景色を設定します。 

文字色 ： をクリックして文字色を設定します。 

配色につきましては、 

“第12章1-3色の変更”を 

参照してください。 
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枠線 

上 ： をクリックしてラベル上部の枠線を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

下 ： をクリックしてラベル下部の枠線を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

左 ： をクリックしてラベル左側の枠線を設定します。 

True 表示 False 非表示 

  

右 ： をクリックしてラベル右側の枠線を設定します。 

True 表示 False 非表示 
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6 オブジェクトの挿入 
モニタ画面にはあらかじめ作成しておいた試験体の絵やエクセルのワークシー

トなど Windowsの OLE に対応したオブジェクトを、グラフと共に配置して表示す

ることができます。 

 

オブジェクトを挿入するには[編集]メニューから[オブジェクトの作成と貼り付

け...]を選択します。 

挿入するオブジェクトを作成するダイアログが表示されます。 

 

新しくオブジェクトを作成する場合は[新規作成]をクリックし、オブジェクトの種

類からオブジェクトの形式を選択します。 

 

既に挿入するファイルがある場合は[ファイルから作成]をクリックします。 

ダイアログの表示が変わります。 

 

[リンク]をクリックし有効にすると挿入するファイルが変更されると作成したオブ

ジェクトも更新されます。 

[参照...]ボタンをクリックするとファイルを参照するダイアログが表示されるのでフ

ァイルを選択します。 

[OK]ボタンをクリックするとオブジェクトが挿入されます。 

 

 

すべてのファイルを表示 
できるわけではりません。 
オブジェクトの種類に表示 
されるオブジェクトのファ 
イルのみ表示します。 
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7 画像の貼り付け 
BMP, PNG, JPG 画像をモニタ画面に表示します。 

画像を挿入するには[編集]メニューから[画像の貼り付け]を選択します。 

画像ファイルの選択ダイアログが表示されます。 

 

[開く]ボタンをクリックするとオブジェクトが挿入されます。 

 

オブジェクトとモニタを配置してモニタ画面を作成してください。 

 

オブジェクトでモニタが隠れてしまう場合は、オブジェクトを選択して[編集]メニ

ューから[最背面へ]を選択します。 
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RD-7300-E 

第 13章 印刷 

 13-1 

この章では、印刷方法について解説いたします。 

 

1 プリンター、用紙を選択する 
印刷を開始する前に使用するプリンターと、用紙を設定します。 

[ファイル]メニューの[プリンターの設定...]を選択するとプリンターの設定を行う

ダイアログが表示されます。 

 

使用するプリンター、用紙のサイズ、向きを設定し[OK]ボタンをクリックします。 

 

2 印刷する 
印刷を行う前に印刷対象となるウィンドウを選択しておきます。 

データファイルの場合、印刷を行う項目（チャンネル/データリスト/グラフリスト）

を表示します。 

 

[ファイル]メニューから[印刷...]を選択すると、印刷範囲を設定するダイアログが

表示されます。 

 

設定項目 

印刷範囲 ： 印刷を行うページ番号を設定します。 

すべてを選択すると全ページを印刷します。 

 

設定後、[OK]ボタンをクリックします。 
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3 印刷前に確認する 
用紙に印刷する前に画面で確認するには[ファイル]メニューから[印刷プレビュ

ー]を選択します。 

設定されている用紙サイズや印刷オプションに従って画面上に印刷のイメージ

が表示されます。 
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この章では、本ソフトウェアの関数列で使用する関数式を紹介し、関数の意味と

その使用方法を解説いたします。 

 

1 関数式の入力方法 
関数式の入力方法は、一般的な表計算ソフトの計算式の入力する時と同じで

す。計算式と関数を組合せることもできます。関数名は関数パネルを使って選

択するか直接入力します。 

関数名は、大文字でも小文字でも構いません。 

 

1-1 引数 

引数とは、関数に利用されるデータのことです。本ソフトウェアで利用される引

数は大きく分けて３種類あります。 

数値または他の関数式を利用する 

 ：SIN、COSなどの通常の関数 

ＣＨ番号、NO番号のデータを利用する 

 ：CH関数、NO関数 

データ Noを利用する 

 ：関数名が Nで始まる NAVE、ＮＭＡＸなどの関数､ 

CNT32関数 

 

本章で表す"データ No"とはチャンネルで表示されるＣＨ番号、拡張チャンネル

で表示される NO番号を指します。 

チャンネルのＣＨ番号を引数として使用する場合は"CH"の後に番号を入力し

ます。例えばＣＨ番号 20 は"CH20"とします。 

拡張チャンネルの NO番号を引数として使用する場合は"NO"の後に番号を入

力します。例えば NO番号 20は"NO20"とします。 

 

1-2 関数の表記 

書式中の省略記号([,...])は、その直前の引数と同じ種類の引数を繰り返し指

定できることを示します。例えば、NAVE()関数の書式は次のように表記されま

す。繰り返しの回数は、演算式が２５５文字以内ならば制限はありません。 

 

NAVE（データ No［，データ No，．．．］） 

 

繰り返し設定する値が連番の場合は、 , の変わりに – を用いて設定すること

ができます。 

例えば NAVE(2,4,5,6,8)は NAVE(2,4-6,8)と入力できます。 
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1-3 コメントの入力 

関数列にコメントを入力することができます。 

 ’ または // を入力するとそれ以降の文字列はコメントとして扱われます。 

 

=CH(0) ’Strain 

=CH(1)*0.25 //変位計 

 

先頭に入力するとその拡張チャンネルはコメント行になり、計測データは記録さ

れません。 

//Comment 

 

’ と // には半角文字を使用してください。全角(‘ ／／)ではコメントとして認
識されません。 

 

1-4 チャンネル番号の割り当て 

ＲＤ-7300 とＲＤ-7300-Ｅでは測定データのＣＨ番号の割り当て方が異なりま

す。 

ＲＤ-7300 ：測定器のＣＨ番号がそのまま割り当てられます。 

ＲＤ-7300-Ｅ ：計測時未使用のＣＨ番号が削除され、 

残りのデータで新たに番号が振り直されます。 

ＲＤ-7300の拡張ＣＨで指定した引数は、自動的にＲＤ-7300-Ｅでも同じデータ

を参照するように書き換えられます。手動での書き換えは不要です。 

 

T
M
R
-
3
2
1
 

☑CH1：STRAIN 

☑CH2：WEIGTH 

☐CH3：CH_03 

☐CH4：CH_04 

☑CH5：TEST_A 

☐CH6：TEST_B 

☑CH7：TEST_C 

☑CH8：TEST_D 

 

T
M
R
-
3
5
3
 

☑CH9：COUNT 

☑CH10：INCL 

☐CH11：CH_11 

☐CH12：CH_12 

☐CH13：CH_13 

☐CH14：CH_14 

☐CH15：CH_15 

☐CH16：CH_16 

 

( 

拡
張
チ
ャ
ン
ネ
ル 

)  

NO1：COUNT32 =CNT32(CH9) 

NO2：SUM =CH(5)+CH(8) 

NO3 
NO4 
NO5 

…
 

 

 

( 

入
力
チ
ャ
ン
ネ
ル 

) 

CH1：STRAIN 

CH2：WEIGTH 

CH3：TEST_A 

CH4：TEST_C 

CH5：TEST_D 

CH6：COUNT 

CH7：INCL 

 

( 

拡
張
チ
ャ
ン
ネ
ル 

)  

NO1：COUNT32 =CNT32(CH6) 

NO2：SUM =CH(3)+CH(5) 

NO3 
NO4 
NO5 

…
 

 

RD-7300 RD-7300-E 

※拡張 CHの引数は自動で書き換わる 

 

測定時に未使用だった CH 
( CH3, CH4, CH6, CH11~ ) 

は削除され、再割り当てされる。 
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2 関数一覧 
各関数を機能別に分類し以下に示します。 

 

◼ 情報関数 

NO（拡張 CH NO番号） 

NPEAK（データ No） 

NVALLEY（データ No） 

 

◼ 数値演算関数 

ＡＢＳ（数値または式） 

ＬＮ（数値または式） 

ＬＯＧ１０（数値または式） 

ＰＩ（） 

ＳＱＲＴ（数値または式） 

ＩＲＯＵＮＤ（数値または式） 

ＳＧＮ（数値または式） 

 

◼ 統計関数 

ＮＡＶＥ（データ No1［，データ No2，...］） 

ＮＭＡＸ（データ No1［，データ No2，...］） 

ＮＭＩＮ（データ No1［，データ No2，...］） 

ＮＳＵＭ（データ No1［，データ No2，...］） 

 

◼ 三角関数 

ＡＣＯＳ（数値または式） 

ＡＳＩＮ（数値または式） 

ＡＴＡＮ（数値または式） 

ＣＯＳ（数値または式） 

ＮＡＴＡＮ（Ｘ座標データ No，Ｙ座標データ No） 

ＳＩＮ（数値または式） 

ＴＡＮ（数値または式） 

 

◼ 計測情報関数 

ＣＨ（ＣＨ番号） 

CLK() 
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◼ 特殊演算関数 

CNT32(ユニット先頭 CHデータ NO) 

NEMAX（X 軸データ No，Y軸データ No，Z軸データ No，ヤング率，ポアソ

ン比） 

NEMIN（Ｘ軸データ No，Ｙ軸データ No，Ｚ軸データ No，ヤング率，ポアソン

比） 

NEX（X 軸データ No，Y軸データ No，ヤング率，ポアソン比） 

NEY（X軸データ No，Y軸データ No，ヤング率，ポアソン比） 

NFSUB(データ No) 

NFX5（データ No，五次式係数 a，b，c，d，e, f） 

NPDEG（X 軸データ No，Y軸データ No，Z軸データ No） 

NSMAX（X軸データ No，Y軸データ No，Z軸データ No） 

NSMIN（X 軸データ No，Y軸データ No，Z軸データ No） 

NTEMAX（X軸データNo，Y軸データNo，Z軸データNo，ヤング率，ポアソ

ン比） 

NTSMAX（X軸データ No，Y軸データ No，Z軸データ No） 

NTR（データ No，周期） 
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3 関数リファレンス 
ＡＢＳ(数値または式) 

この関数は、絶対値を返します。絶対値とは、符号（＋，－）を除いた数値そ

のものです。 

 

使用例 データ No 1のデータ：-135 の時 

=ABS(NO(1)) の結果は 135 

 

参照 CH()関数，NO()関数 

 

ＡＣＯＳ(数値または式) 

この関数は、指定された数値のアークコサインを返します。 

 

使用例 =ACOS（-0.5） の結果は 2.09（2π/3 ラジアン） 

=ACOS(-0.5)*180/PI() の結果は 120（度） 

 

参照 PI()関数 

 

ＡＳＩＮ(数値または式) 

この関数は、指定された数値のアークサインを返します。 

 

使用例 =ASIN(-0.5) の結果は -0.52（-π/6 ラジアン） 

=ASIN(-0.5)*180/PI() の結果は -30（度） 

 

参照 PI()関数 

 

ＡＴＡＮ(数値または式) 

この関数は、指定された数値のアークタンジェントを返します。 

 

使用例 =ATAN(1) の結果は 0.79（π/４ラジアン） 

=ATAN(1)*180/PI() の結果は 45（度） 

 

参照 PI()関数 

 

ＣＨ(ＣＨ番号) 

この関数は、指定された計測ＣＨ番号の計算値を返します。 

同じＣＨ番号は他の演算式で使用することもできます。 

 

使用例 CH1のデータ：-646 の時  

=CH(1)*0.5 の結果は -323 

 

参照 NO()関数 
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ＣＬＫ() 

この関数は、計測時のサンプリング速度(sec)を返します。 

 

使用例 計測時のサンプリング速度が 1msサンプリングであった時  

=CLK() の結果は 0.001 

 

ＣＮＴ３２(ユニット先頭ＣＨデータＮＯ) 

この関数は、入力モード COUNT(32bit)で計測されたデータをカウント値に変

換して返します。 

引数には入力モード COUNT(32bit)を使用するユニットの CH1のデータ NO

を指定してください。 

 

ＲＤ-7300 とＲＤ-7300-ＥではＣＨ番号の割り当て方が異なる為、指定可能な
引数が変わります。 
ＲＤ-7300 ：ユニットの先頭 CH (例：ＣＨ1，ＣＨ9，ＣＨ17…) 
ＲＤ-7300-Ｅ ：ＣＨ1～ＣＨ79  
 

CNT32(データ NO) ＝ Data１ ＋ ( Data2 × 30000 ) 

Data1 ： 引数のＣＨのデータ 

Data2 ： (引数のＣＨ+1)のデータ 

 

使用例 CH1のデータ:1500 

CH2のデータ:12  の時 

=CNT32(CH1)  の結果は 361500 

 

COUNT(32bit)以外の入力モードが設定されているデータNOを指定してもエ
ラーは発生せず、上記の計算式に従い計算結果を返します。 

CNT32関数を用いてカウント数を求める場合は、入力CHに係数やオフセット
を設定しないでください。 

 

CNT32関数を用いず拡張チャンネルで同等の演算を行った場合は、正常な
記録が行えません。 
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ＣＯＳ(数値または式「ラジアン」) 

この関数は、指定された数値または式による「ラジアン」のコサインを求めま

す。 

 

使用例 =COS(1.047) の結果は 0.5 

=COS(60*PI()/180) の結果は 0.5 

 

参照 ACOS関数()，PI()関数 

 

ＩＲＯＵＮＤ(数値または式) 

この関数は、指定された数値または式に対して四捨五入した値を返します。 

 

使用例 =IROUND(1.3) の結果は 1 

=IROUND(2.6) の結果は 3 

 

応用 １０の位を四捨五入する場合、 

拡張 CHの NO１：1053 の時 

=IROUND(NO(1)/100)*100 の結果は 1100 

 

ＬＮ(数値または式) 

この関数は、引数として与えられた数値の自然対数を返します。 

数値が０以下の場合は値を返しません。 

 

使用例 =LN(86) の結果は 4.45 

 

参照 LOG10()関数 

 

ＬＯＧ１０(数値または式) 

この関数は、数値の常用対数（１０を底とする対数）を返します。 

数値が０以下の場合は値を返しません。 

 

使用例 =LOG10(86) の結果は 1.93 

 

参照 LN()関数 
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ＮＡＴＡＮ(Ｘ座標データ No，Ｙ座標データ No) 

この関数は、指定された X座標と Y座標で表される X-Y座標のアークタンジ

ェントを返します。 

 

使用例 拡張 CHの NO1（X 座標）:0 

拡張 CHの NO2（Y座標）:1 の時 

=NATAN(NO1,NO2)*180/PI() の結果は 90（度） 

 

参照 PI()関数 

 

ＮＡＶＥ(データ No1［，データ No2，...］) 

この関数は、引数として与えられたデータ Noの平均値を返します。 

引数にエラーや空白セル、断線データなどがあると値は返しません。 

 

使用例 拡張 CHの NO1～4の値：-135,-125,-153,-127の時 

=NAVE（NO1, NO2, NO3, NO4） の結果は -135 

 

参照 NSUM()関数 

 

ＮＥＭＡＸ(X軸データ No，Y軸データ No，Z軸データ No，ヤング率，ポアソン

比) 

この関数は、直角形ロゼットゲージの最大主応力を求めます。 

引数には、順に X 軸データ No、Y軸データ No、Z軸データ No、ヤング率、

ポアソン比を入力します。 

 

使用例 ヤング率＝205,900（MPa） ポアソン比＝0.3 

CH番号の CH1（X 軸）:－561 

CH番号の CH2（Y軸）:1561 

CH番号の CH3（Z軸）:－801 の時 

=NEMAX(CH1, CH2, CH3,205900,0.3) の結果は 

413.0 (MPa) 

 

参照 NEMIN()関数，NSMAX()関数，NSMIN()関数，NPDEG()関数 
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ＮＥＭＩＮ(X軸データ No，Y軸データ No，Z軸データ No，ヤング率，ポアソン比) 

この関数は、直角形ロゼットゲージの最小主応力を求めます。 

引数には、順に X 軸データ No、Y軸データ No、Z軸データ No、ヤング率、

ポアソン比を入力します。 

 

使用例 ヤング率=205,900(MPa) ポアソン比=0.3 

CH番号の CH1(X軸)：-561 

CH番号の CH2(Y軸)：1561 

CH番号の CH3(Z軸)：-801 の時 

=NEMIN(CH1, CH2, CH3,205900,0.3) の結果は 

-118.8 (MPa) 

 

参照 NEMAX()関数，NSMAX()関数，NSMIN()関数，NPDEG()関数 

 

ＮＥＸ(X軸データ No，Y軸データ No，ヤング率，ポアソン比) 

この関数は、2軸ゲージの X軸種応力を求めます。 

引数には、順に X軸データ No、Y軸データ No、ヤング率、ポアソン比を入力

します。 

 

使用例 ヤング率=205900(MPa) ポアソン比=0.3 

CH番号の CH1(X軸)：-561 

CH番号の CH2(Y軸)：1561 の時 

=NEX(CH1, CH2,205900,0.3) の結果は -21.0（MPa） 

 

参照 NEY()関数，NEMAX()関数，NEMIN()関数，NPDEG()関数 

  

ＮＥＹ(X軸データ No，Ｙ軸データ No，ヤング率，ポアソン比) 

この関数は、２軸ゲージの Y軸主応力を求めます。 

引数には、順に X軸データ No、Y軸データ No、ヤング率、ポアソン比を入力

します。 

 

使用例 ヤング率=205,900(MPa) ポアソン比=0.3 

CH番号の CH1(X軸)：-561 

CH番号の CH2(Y軸)：1561 の時 

=NEY(CH1, CH2,205900,0.3) の結果は 315.1(MPa) 

  

参照 NEX()関数，NEMAX()関数，NEMIN()関数，NPDEG()関数 

 

NFSUB (データ No) 

この関数は、引数として与えられたデータ No で前回データとの偏差を返しま

す。性質上、初回は値を返しません。 

 

使用例 データ No１の前回データ：100 

データ No１のデータ ：90 のとき 

=NFSUB(NO1) の結果は -10 
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ＮＦＸ５(データ No，五次式係数ａ，ｂ，ｃ，ｄ，ｅ，ｆ) 

この関数は、引数として与えられたデータ Noの五次式を求めます。 

 

使用例 拡張 CHの NO1:28 

五次式係数 a：1.6×10-11 

五次式係数 b：-3.1×10-8 

五次式係数 c：2.1×10-5 

五次式係数 d：-5.6×10-3 

五次式係数 e：1.2 

五次式係数 f：1.4 の時 

=NFX5(NO1,1.6e-11,-3.1e-8,2.1e-5,-5.6e-3,1.2,1.4)の結果は 

31 

 

ＮＭＡＸ(データ No1［，データ No2，...］) 

この関数は、引数として与えられたデータ Noの中で最大値を返します。 

引数の中でエラーや空白セル、断線データなどがありますと、その引数のデ

ータは比較の対象外となります。 

 

使用例 拡張 CHの NO1～4の値：135,125,153,127 の時 

=NMAX(NO1, NO2, NO3, NO4) の結果は 153 

 

参照 ＮＭＩＮ()関数 

 

ＮＭＩＮ(データ No1［，データ No2，...］) 

この関数は、引数として与えられたデータ Noの中で最小値を返します。 

引数の中でエラーや空白セル、断線データなどがありますと、その引数のデ

ータは比較の対象外となります。 

 

使用例 拡張 CHの NO1～4の値：135,125,153,127 の時 

=NMIN(NO1, NO2, NO3, NO4) の結果は 125 

 

参照 ＮＭＡＸ()関数 

 

ＮＯ(ＮＯ番号) 

この関数は、指定された拡張ＣＨのＮＯ番号の計算値を返します。 

データ同士の演算などを行うときに使用します。 

 

使用例 =NO(1)+NO(2) 

=ABS(NO(1)) など 

 

参照 CH()関数 
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ＮＰＥＡＫ（データ No） 

この関数は、指定されたデータ Noのピーク値を返します。 

 

RD-7640ではモニタ中のピーク値を表示しますがWF-7630では測定値の先頭
の値を基準にピーク値を求めるので、測定中の値とデータファイルの値で異な
る場合があります。 

 

使用例 =NPEAK(CH1) 

=NPEAK(NO1) など 

 

参照 NVALLEY()関数 

 

ＮＰＤＥＧ(X軸データ No，Y軸データ No，Z軸データ No) 

この関数は、直角形ロゼットゲージの最大主ひずみ方向を求めます。 

引数には、順にX軸データNo、Y軸データNo、Z軸データNoを入力します。 

 

主ひずみ方向とゲージ軸の方向は以下のような関係にあります。 

計算値は、第１象限と第４象限との間で表示します。 

-

+

X

Z
Y

(XからY方向が+）

(1）

(3）
(2） -

+

X

Z

Y

(XからY方向が+）

(1） (3）

(2）

 

図中のカッコ内の数字はゲージ軸番号です。 

 

使用例 計算値が９０°を超えた場合、 

CH番号の CH1(X軸)：1.7 

CH番号の CH2(Y軸)：3.412 

CH番号の CH3(Z軸)：2.55 の時 

=NPDEG(CH1, CH2, CH3) の結果は -89.8（度） 

-

+

X(1）

Z(3）
Y(2）

-89.8°

90.2°

 

参照 NEMAX()関数，NEMIN()関数，NSMAX()関数，NSMIN()関数 
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ＮＳＭＡＸ(X軸データ No，Y軸データ No，Z軸データ No) 

この関数は、直角形ロゼットゲージの最大主ひずみを求めます。 

引数には、順にX軸データNo、Y軸データNo、Z軸データNoを入力します。 

 

使用例 CH番号の CH1（X 軸）：-561 

CH番号の CH２（Y軸）：1561 

CH番号の CH３（Z軸）：-801 の時 

=NSMAX(CH1, CH２, CH３) の結果は 2179 （×10-6 ひずみ） 

 

参照 NSMIN()関数，NEMAX()関数，NEMIN()関数，NPDEG()関数 

 

ＮＳＭＩＮ(X軸データ No，Y軸データ No，Z軸データ No) 

この関数は、直角形ロゼットゲージの最小主ひずみを求めます。 

引数には、順にX軸データNo、Y軸データNo、Z軸データNoを入力します。 

 

使用例 CH番号の CH1（X 軸）：-561 

CH番号の CH２（Y軸）：1561 

CH番号の CH３（Z軸）：-801 の時 

=NSMIN(CH1, CH２, CH３) の結果は -1179（×10-6 ひずみ） 

 

参照 NSMAX()関数，NEMAX()関数，NEMIN()関数，NPDEG()関数 

 

ＮＳＵＭ(データ No1［，データ No2，...］) 

この関数は、引数として与えられたデータ Noの合計を返します。 

引数にエラーや空白セル、断線データなどがあると値は返しません。 

 

使用例 拡張 CHの NO1～4のデータ：-135,-125,-153,-127 の時 

=NSUM(NO1, NO2, NO3, NO4) の結果は -540 

 

参照 NAVE()関数 
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ＮＴＥＭＡＸ(X軸データ No，Y軸データ No，Z軸データ No，ヤング率，ポアソン

比) 

この関数は、直角形ロゼットゲージの最大せん断応力を求めます。 

引数には、順に X 軸データ No、Y軸データ No、Z軸データ Noヤング率、ポ

アソン比を入力します。 

 

使用例 ヤング率＝205,900（MPa） ポアソン比=0.3 

CH番号の CH1（X 軸）：-561 

CH番号の CH２（Y軸）：1561 

CH番号の CH３（Z軸）：-801 の時 

=NTEMAX(CH1, CH2, CH3,205900,0.3) の結果は 265.9（MPa） 

 

参照 NTSMAX()関数 

 

ＮＴＲ(データ No，周期) 

この関数は、引数として与えられたデータ Noのデータを設定した周期内に変

換します。 

引数は、順にデータ No、周期を入力します。 

 

使用例 拡張 CHの NO１：480 

周期：360 の時 

=NTR(NO1,360) の結果は 120 

 

ＮＴＳＭＡＸ(X軸データ No，Y軸データ No，Z軸データ No) 

この関数は、直角形ロゼットゲージの最大せん断ひずみを求めます。 

引数には、順にX軸データNo、Y軸データNo、Z軸データNoを入力します。 

 

使用例 CH番号の CH１（X 軸）：-561 

CH番号の CH２（Y軸）：1561 

CH番号の CH３（Z軸）：-801 の時 

=NTSMAX(CH1, CH2, CH3) の結果は 3358（×10-6 ひずみ） 

 

参照 NTEMAX()関数 

 

ＮＶＡＬＬＥＹ(データ No) 

この関数は、指定されたデータ Noのバレー値を返します。 

 

RD-7640ではモニタ中のバレー値を表示しますがWF-7630では測定値の先
頭の値を基準にバレー値を求めるので、測定中の値とデータファイルの値で異
なる場合があります。 

 

使用例 =NVALLEY(CH1) 

=NVALLEY(NO1) など 

 

参照 NPEAK()関数 
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ＰＩ() 

この関数は、円周率（π）を返します。 

PI()関数は、引数をとりませんが必ずカッコ（）を付けて下さい。 

 

使用例 =SIN(PI()/2) の結果は 1 

 

ＳＧＮ(数値または式) 

この関数は、指定された数値または式によるシグナムを求めます。 

シグナムは、SGN(0)= 0，SGN(x)= x/|x| となります。 

 

使用例 =SGN(0) の結果は 0 

=SGN(-30) の結果は -1 

 

ＳＩＮ(数値または式「ラジアン」) 

この関数は、指定された数値または式による「ラジアン」のサインを求めます。 

 

使用例 =SIN(PI()/2) の結果は 1 

=SIN(30*PI()/180) の結果は 0.5 

 

参照 ASIN()関数，PI関数 

 

ＳＱＲＴ(数値または式) 

この関数は、引数として与えられた数値の平方根を返します。 

数値が負の場合は値を返しません。 

 

使用例 =SQRT(16) の結果は 4 

 

ＴＡＮ(数値または式「ラジアン」) 

この関数は、指定された数値または式による「ラジアン」のタンジェントを求め

ます。 

 

使用例 =TAN(45*PI()/180) の結果は 1 

 

参照 ATAN()関数，PI()関数 

 

 

 

 





お問合せについて 
 

製品に関する使用方法や技術的なご質問がある場合には、下記 URL よりお問い合わせく

ださい。また、動作不良など発生した場合は、お買い上げいただいた販売店または当社販売

員にお申しつけください。窓口の受付時間も記載しておりますので、合わせてご確認いただ

けますようお願い致します。 

 

目的別サポート・お問い合わせ URL： https://www.tml.jp/support 
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